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序

大月市賑岡町強瀬に所在する安楽寺東遺跡、は、この度日本道路公団による中央自動

車道改築工事のため発掘調査されることになりました。

調査の結果、奈良・平安時代の溝 2条、 8基の近世・近代埋葬墓の存在などが明ら

かとなりました。

奈良・平安時代の溝は調査範囲が限られているためその一部が調査されたにすぎま

せんが、少なくとも 6本の小溝が同じ場所に繰り返し掘られた結果残されたこと、ま

たその内の何本かはほぼ直角に屈曲して調査範囲の外まで続くことなどが判明しまし

た。この溝がどのような性格のものか残念ながら今のところ明らかではありませんが、

道もしくは有力者の屋敷などを取り囲んでいる溝といった性格も考えられ、今後の進

展に期待がかかります。

江戸時代後半から近代にかけての 8基の墓からは、合計11体の人骨が出土しました。

これらは付近に住む人達が、自身の所有する大事な畑の隅に家族を埋葬したものと見

られます。今回の調査では、この地域で江戸時代の後半 (18世紀頃)から始まり大正

時代頃まで続いていた、死者を木製方形棺(立棺)に座らせて葬る伝統的な埋葬方法

について明らかにすることができました。

また人骨に対して形質人類学的な分析を行った結果、これらの被葬者はすべて大人

の男性であることが判明し、畑に埋葬する人物は家族全員ではなく、戸主といった特

定人物に限られていたことがわかりました。さらに人骨に対して、近年開発された炭

素・窒素安定同位体比による食性分析を試みた結果、この地域での伝統的な食生活が

穀類を中心とした植物食にあることが化学的にも明らかとなりました。

このように、この度の発掘調査では比較的最近のことでありながら、実はあまり記

録に残されておらず、ここ数十年の聞に急速に忘れられ、失われてしまった伝統文化

について、具体的な検討を可能とする重要な記録を残すことができました。

この発掘調査にあたっては、日本道路公団、大月市関係者各位、地元の皆様など、

多くの方から多大なご配慮・ご協力をいただきました。また連日の屋外作業に従事さ

れた地元作業員の皆様など、お世話になった多くの方に改めてお礼を申し上げたいと

思います。

平成12年 (2000年) 3月

山梨県埋蔵文化財センタ一

所長大塚初重



1 本書は、山梨県大月市賑岡町強瀬889-1外に所在する、安楽寺東遺跡における埋蔵文化財発

掘調査の報告書である。

2 発掘調査は、日本道路公団による中央自動車道改築工事に先立つて実施されたもので、調査期

間は、平成10年 (1998年) 5月25日-8月19日である。

3 発掘調査は小林公治・古屋勝之(山梨県埋蔵文化財センタ一文化財主事)が行った。また本報

告書の作成は小林が行ったが、野代幸和(山梨県埋蔵文化財センタ一文化財主事)、網倉邦生

(山梨県埋蔵文化財センター嘱託)の助力を得た。なお、文末には執筆者名を記載した。

4 発掘調査および整理作業にあたっては、下記の各位・諸機関から多大なるご指導・ご協力をい

ただいた。ここに記して深く感謝の意を表する次第である(敬称略・五十音順)。

赤池智朗、清水溝、杉本正文、林陽一郎、福田正人、堀内真、三好美智

大丹市教育委員会、小俣クリニッ夕、山梨県史編纂室

5 発掘調査および報告書作成作業は、雨宮一二三・石原沙織・伊藤順子・今泉久・小津千夏子・

加藤寿亀子・佐藤あさ子・佐藤美須子・清水真寿美・清水光子・志村君子・志村恵子・菅沼芳

治・鈴木美智恵・鈴木八重子・高鳥はま子・中村九二・平井大三・松村恭子・渡辺麗子が従事し

た(敬称略・五十音順)。

調査範囲面積については、プラニメータ (TAMAYAPlanix5000)を使用して測定した。

挿図で使用したスクリーントーンの凡例については必要に応じて図中に示した。また墓墳中の

マークでは黒三角(企)が釘、黒丸(・)はその他の金属製品を示している。また須恵器は断面

を黒く塗りつぶして示した。

8 本発掘調査・報告書に関わる記録図面・写真・出土遺物は、山梨県埋蔵文化財センターに保管

している。また出土人骨については国立科学博物館分館にて保管している。

9 出土石器の石材同定については帝京大学山梨文化財研究所河西学氏に依頼し、肉眼観察による

同定結果を得た。

10 出土人骨の形質人類学的分析は国立科学博物館人類研究部梶ヶ山真里・馬場悠男氏に委託し、

玉稿を賜った。

11 出土人骨の炭素・窒素同位体比法による食性分析については国立環境研究所化学環境部米田穣

氏に依頼し、玉稿を賜った。

12 土層注記の色調表現については、『新版標準土色帳.1(農林水産省農林水産技術会議事務局監修、

財団法人日本色彩研究所色票監修)を使用した。

13 挿図上における北は、すべて座標北を示している。

図示した遺構・遺物の縮尺は基本的に、溝1/100・1/60、土坑墓1/30、土坑1/40、遺構全体図

1/500、縄文時代土器1/3、小形石器(掻器)2/3・大形石器(打斧・磨石等)1/3、古墳・奈良・

平安時代土器1/4、金属製品1/2、古銭(鉄銭を含む)1/2、陶磁器類1/3で、行った。

15 撹乱としたのは現代(太平洋戦争以後・昭和時代後半)に耕作等によって掘り込まれたと判断

されたものである。

16 遺構番号は発掘調査時につけた番号を踏襲しているが、第16・17号土坑のみは調査時にピット

としていたものである。
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第 1章序説

第 1節調査に至る経緯

大月市を東西に横断する中央自動車道富士吉田線は、昭和44年 (1969年)の全線開通以来、東京と名古屋

方面とを結ぶ主要幹線として重要な役割を担ってきた。しかし、山昔地を縫うように造られたこの道路は傾

斜が強くカーブの多い構造と、近年の交通量増加に伴って渋滞が頻繁に起こるようになったため、上野原町

から大月市内にかけて、こうした構造の改良と 4車線から 6・7車線への幅員拡幅が計画された。またこれ

と共に大月市賑岡町強瀬地区では現中央自動車道で分断されている南北地区を結ぶ側道が新たに計画され、

日本道路公団によって建設されることになった。そこで本事業の実施に伴い山梨県教育委員会によって予定

地内の分布調査が実施された結果、遺物の散布が確認されたため、安楽寺東遺跡と命名され、周知化がはか

られた。こうした経緯を受け、工事開始に先立ち山梨県教育委員会が日本道路公団より委託を受け、山梨県

埋蔵文化財センターが、買収済の用地約2.482ぱに対して平成10年 (1998年) 5月25日-8月19日に亘り約 3

ヶ月間発掘調査を実施したものである。また、この事業全体の対象遺跡としては 7遺跡あり平成 7年度から

発掘調査が開始されたが、このうちの矢坪遺跡・談合坂遺跡・原平遺跡についてはすでに報告書が刊行され

ている(山梨県教育委員会1998b ，山梨県教育委員会1999)。

なお、調査地点の付近には地形面によって異なる時代・性格の遺跡が存在する可能性があり、今後この遺

跡の内容がより詳細に判明した時点で遺跡名を地形面や分布範囲に従って細分する必要が生じるかも知れな

。
、SL
 

第 2節調査の概要

第 1項調査の方法および遺跡の概要(第 1・2図)

調査地は、設計された道路の形状から総延長約200mになり、しかも傾斜地を上って中央自動車道を越境

する設計となっていることから、いくつかの地形面にまたがっていた。また排土を場内で処理する必要から
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一度にすべての表土を剥

ぐことは物理的に不可能

であったので、全体を地

形面や水路などの人工物

から 1-町区までの 4つ

の区画に分けた。そして

まず最も低い町区から表

土剥ぎおよび調査に入り、

終わった段階で順次回区

. II区、そして I区へと

調査範囲を移していった。

なお、各区の調査面積は、

I区が183.8m'、H区270.4

ぱ、皿区934.3ぱ、 N区

534.9ぱの合計約1，923.4ば

である。

表土剥ぎ着手後、発掘

調査を開始するにあたっ

1ぷては、調査地点を把握す

るためにまず公共座標に
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基づいた地区設定を行う必要があった。またこれには対象となる調査範囲はもちろん、遺跡の可能性が考え

られる範囲全体に対してもできるだけ含める必要があるが、当初の中央自動車道建設時にはこの地域は未調

査のまま工事されたことと、今までに試掘調査等を受けていないため遺跡範囲の推定は困難であった。そこ

で今回の調査範囲全体が納まるように皿区の南西を基点 (x=0、y=0) とし、南北方向を X軸、東西方

向を Y軸とする国土座標系に合わせたメッシュを全体にかけた。さらに調査に際してはx.y両軸の 5mご

との交点に杭を打ち測量用に使用した。この基点の国土座標値は、 X=-43000.000、y=42000.000である

(第 1図)。なお、調査時には基点から北に向かつて 5mごとに Aから順にアルファベットを振り、基点から

東に向かつて同じく 5mの長さごとに 1から順に番号を割り当て、両者を総合して各スクエアの名前とし、

遺物を取り上げる際などの補助とした。

そして表土剥ぎおよび地区設定のできた地区から順次調査に入ったが、全般に緩斜面地であることから耕

作土を取るとすぐにローム土となり、その上面で遺構の確認を行った。表土層はH区が最も薄く、 I区 ・皿

区西寄りも比較的薄p。これに対し 皿区西寄りおよび、N区で、は数10cm-1 m程度あり割合に厚かった。

確認された遺構には種別に番号を付け、順次移植等による掘り下げ、図 ・写真による記録作業を行なった。

遺構図および遺物分布図は基本的に平板によって記録したが、遺物微細図については簡易やり方測量によっ

て図化した。また遺物取り上げ作業は手作業で実施した。

なお、最も高く平坦面に近い I区の一部に旧石器時代遺構 ・遺物の有無を確認するため長さ 16mほどのト

レンチを設定し、ロ一ム土下まで

以上のような経緯を受け道路予定範囲内を発掘調査した結果、後述するように奈良 ・平安時代の溝 2条、

近世 ・近代の墓域 8基、土坑16基などの遺構が確認された(第 2図)。

また遺物は量的には少ないものの縄文土器・石器、古墳・奈良 ・平安時代土器、近世・近代陶磁器類など

があるが、特に墓域内からは良好な保存状況にある人骨が出土したほか、いくつかからは若干の副葬品も出
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第 1表安楽寺東遺跡周辺の遺跡

番号 遺跡名 縄文時代 古墳時代以降 番号 遺跡名 縄文時代 古墳時代以降

1 安司臣 If~! '1'・後 古1M長・奈良平安近I!!'近代 46 正原2 不明

2 モi担IJljjf 47 太田 1 !p -jjij -11I 

3 大部iH控fllJ縞 48 太田2 Eド

4 太I lIIil~J~ 1'11・1童 49 クグド 半・中

5 似の担l' 中-f~ 日 東梨木戸 l 中

6 I:!"!本辻 中.i長 51 東梨木戸2 <1' 
7 1111[') ーー- 窯跡7 52 東井尻原 中

8 沢1111Jj!C 53 寺原2 早中後・ 1拠 千女

9 権耳l1J;i rl-l・f去 54 西梨本戸 中

10 iJ~rl"Jj!A .Iil.・iiIj-rl'-f:五 55 大}克 i而・中

11 'J、fHf 56 花輪 不明

12 Nノドlij! 57 寺原 1 1ド

13 中l'1Iil 早・ liij-'Il 58 下品 前・ 'f'・i&

14 i童小路 59 相l田原

15 梅九I出 60 八幡2 中

16 j~~1< 61 八幡 1 中

17 国!、l'日 t1!・IlIj・'1'・後 62 お前、かげ 早

18 IJj(、I"A _Lp_. iiIi' '1' -1:五 63 抜橋の城1!1 ー一ーーーー 中Ilt

19 幸ノ !II IIiI. '1' 64 丹後屋敷(鍛冶磁敬) 一一ー- 中jI十

20 凶ノ !:C 戸ーーーー一ー 65 岩殿山城 一一一ー-- 中!it

21 凶ノ1:日 前 ‘f-'!i 66 間本本 中

22 避郷4 t長 67 柳田 f世

23 選郷 1 中.i壬 68 西畑 寸' 平安

24 選郷2 f長 69 御所 早・前_111-後・ l斑 奈良・平安・J.fI11!

25 選郷3 後 70 中剖l 不明

26 fを林 白白 71 消本人 不明

27 iEnx鮒抑'市 一一ー一一 中!I! 72 延命寺 不明

28 寺!ぷ ーーーー一一 中!I! 73 安婦屋敷 一一一一一 巾Iit

29 芝草 一一一一 平安・ 'I'il! 74 大JOI 中・後 奈良・平安.'I'il! 

30 孝道 I 前 '1乙'!i 75 地蔵窪 不明

31 苧泊H 前 76 先ノ宮 前・中・{長

32 rJド 77 神出 前ー中・後

33 指、ド 中 78 桃園 IlJj 中 i走 、ド安

34 浅利人 一一ー一一 奈良・、ド'!i 79 1U梨

35 i~干"J'I'-イ ;1 不lijl 80 中野原 ~， 

36 浅利、v-イ;2 不明 81 胤之内原 一一戸一 来f!'平安

37 日影 82 宮脇 目Ii-r~1 

38 知!fiヤスパ 83 松葉 前-It~ 

39 本I~; ，午 '1'・i孟 64 原 中

40 rJ殿'I'u 85 駒縞御前山 一一ーー 'I'ti! 

41 円通、干跡 -ーーー一一 、 I'~'b_' 86 r小沢 11_1 

42 匂野小泉 ~ït ・前・ '1' ・ 1五 干'!i 87 むらさき of' 
43 N'、l' E許 88 朝EI小沢

44 七l培中学校校庭 ーーー--- 89 天神 i壬

45 正bj!l 不I~J

土している。

以上のように、今回の発掘調査では今までその存在が知られていなかった場所から、いくつかの時代の遺

構の存在が明らかとなった。さらにこれらの遺構内容からは調査範囲外にもその一部が続いていることが予

測される。

第 2項安楽寺東遺跡の立地と周辺の遺跡(第 3図)

安楽寺東遺跡は、大丹市賑岡町強瀬に所在する。山中湖に端を発した桂J11は、大月市花咲で笹子川を併せ

東遷するが、本遺跡はこの合流地点、より 3kmほど下、流、同河川左岸高位段丘面上に立地する。皿区から桂川

の現水面までには、少なくとも 2面の段丘面がある。

第 3図は安楽寺東遺跡の位置および近隣に分布する遺跡の位置・範囲を、大丹市遺跡分布図(大丹市教育

委員会1995)、都留市史(都留市1986) などから集成し示したものである。なお、奈良・平安時代の遺跡に

ついては御所遺跡発掘調査報告書(山梨県教育委員会1998c )において遺跡分布状況を概観しているので参

照されたい。本遺跡の近辺では同じ強瀬地区内で平安時代集落である西畑遺跡が調査されている他、西側に

は円墳で無袖胴張の横穴式石室を有し 7世紀後半から 8世紀初頭の須恵器が出土した強瀬子の神古墳が存在

している(笠原1998: 702-703)。

また近世の遺跡は考古学的にはほとんど明らかではない。 1814年(文化十一年)松平定能編纂の甲斐国志

によると(佐藤1968)、安楽寺東遺跡の立地する強瀬村は戸数79、人口353人(男181・女172)が住む集落で、

同集落内の東寄りにある安楽寺は竜水山安楽寺といい浄土真宗西本願寺の寺院で、享保五年 (1720年)まで

は真竜寺と号されていたという。

(小林公治)

-4-



第2章検出された遺構と遺物

発掘調査の結果、 H・皿区から縄文時代の土器・石器、 E区から奈良・平安時代の溝や土器類が、また

皿.N区より近世・近代の墓壊や土坑・ピット群が検出された。そこでこれらについて、各時代ごとに記載

して行く。

第 1節縄文時代の遺物

今回の調査範囲からは縄文時代の遺構は確認されなかったものの、第 1・2号溝を中心とする E区および

皿区の西端区域から数十点程度の縄文土器・石器がやや集中して出土した。これらの遺物が出土した地点、は

現中央道側から次第に低くなってくる面とそこから一段面的に下がっている境部分にあたり、本来上位面に

あったものが自然・人為的要因により集積してきたものである可能性がある。とすれば、縄文時代の活動中

心は調査範囲外にあたる西北側の上位面にあることが予測されよう。

(1)土器(第4図)

出土した縄文土器はすべて小破片で多くは無文のものであり、図示できたのは 3点のみである。

第4図 1は中期初頭五領ヶ台E式と見られる深鉢の破片である。横位沈線で上下を区画し縦・斜位の沈線

で文様を構成している。 N03区出土。 2はV 中期間利皿式と民れる深鉢の破片で

ある。沈線を縦に多数加え、その上位に横

1日: 位になでて文様を区画している。 L05区出

第 4図遺構外出土縄文土器
土。 3は後期前葉堀之内 2式と見られる口

縁部の破片である。内側に突出する平口

縁の深鉢と見られ、口縁際の外面に沈線で横位に区画しその中を縄文で埋めている。第6号土坑出土。

(2) 石器(第5図)

第5図1は比較的爽雑物の多い黒曜石製の掻器である。両側に樋状の剥離を加え三角形状の形態にした後、

やや湾曲する末端辺全体に急角度の整った平行剥離を連続して加え、刃部を形成している。重量は21gであ

日

~ 

~. 

4cm 

3 
~ 

第 5図遺構外出土縄文石器
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る。皿区出土。 2は玄武岩製の磨石類破片である。多孔質で扇平な丸石の両面ほぼ全体がかなり摩滅してい

る。また遺存部分には敵打痕は見られない。現存重量は63gである。第 1号溝出土。 3・4は打製石斧である。

3は粘板岩製で短冊形に近いものである。加工程度は全体に低く、刃部はほとんど二次加工無く、片側側縁

も原磯面がそのまま残されている。残ったもう片縁も数カ所の剥離が見られるに過ぎない。重量は78gであ

る。第 2号溝出土。 4も粘板岩製で短冊形のものである。片側端部が若干欠損している。刃部は若干のラフ

な加工が加えられているに過ぎないが、両側縁辺には表裏面から剥離が細かく連続して加えられている。現

存重量は223gである。 M02区出土。

第2節 古墳・奈良・平安時代の遺構と遺物

奈良・平安時代の遺構と考えられるものには、 E区から検出された第 1・2号溝がある。また遺物は同区

を中心として隣接する皿区の西寄りから併せて数十点程度の土師器・須恵器破片が出土している。土器類の

内訳は圧倒的に甲斐型杯が多く、他に数点の須恵器壷・費類胴部破片、古墳時代土師器坪片がある。

第 1項溝

(1) 第 1号溝(第6・7・9図)

遺構 第 1号溝は調査範囲全体で最も西寄りにある E区で薄い耕作土の直下から検出された、幅広で「く j

字状に延びる溝である。一段高くなっている H区の平地面全体を囲むように地形面に沿って南北方向におよ

そ22m直線的に延び、南側ではほぼ直角に折れて西方向に 6m以上続いている。ただし、屈曲部分では折れ

ずにさらに南へ延びるような掘り込みも見られ、本来はもう少し平坦面縁辺まで続いていたのかも知れない。

溝は全体に浅くなだらかに掘り込まれている。この溝は全体では 2m-3m幅広のものとなっているが、

形状およびセクション面の観察から、少なくとも溝a-溝 fまでの 6本の細い溝が隣接して掘り込まれた結

果で、本来はもっと細いものであったことがわかる。土層の切り合い関係から推定される順序は新しいもの

から古い方に、溝a.b.d.e.fの順で、溝cは溝a. bとの関係は不明であるが溝d. e . fよりも

新しい。そしてこうした各溝の関係から、一連の溝はおおむね内側から外側に向かつて順に掘られていった

様子が窺われる。また途中で途切れている溝 fや、途中で形跡が追えなくなる溝 cのように、すべての溝が

必ずしも同様の方向・長さで掘り込まれていたわけではないようである。こうした中で、溝eはもっとも掘

り込みのしっかりしているもので時期的にも初期のものであることから、これらの溝の当初の意図や機能を

示している可能性がある。またこの溝の東辺では一部で小磯が敷き詰められたようにして検出されている。

この他、東寄りの溝の一部では硬化面が確認された。

この溝周辺からは調査範囲の中では奈良・平安時代土器がやや集中して出土している。また溝bの最下層

からは須恵器片が出土しており、これらの遺物からこの溝は奈良・平安時代に形成されたものだと考えてお

きたい。

遺物 溝内から出土した遺物の内、図示したのは須恵器破片 1点である。第 9図 1は壷・饗類の胴部破片

と見られ、外面には自然軸がほぼ全面に掛かつており図上位から下方へやや紬垂れしている。内面は同心円

状の当て具痕が見られる。

(2) 第2号溝(第8図)

遺構 1号溝の南、 H区の段丘境に沿うようにして東西方向に掘り込まれているものである。西寄りは調

査範囲外に続き、東側は排水講によって撹乱されているため判然としないが、やや南東に方向を向けながら

開口して終わっていくようである。また中途で一部島状に掘り残している。内部には砂礁はなく褐色土が堆

積しており、水が流れていた形跡は窺われない。こうした状況からこの溝の機能としては段丘面と密接な関

係を持ち、それを段切りするような性格のものであった可能性が考えられる。

開口部寄りの溝内部およびその周囲からは比較的多くの遺物が出土している。これらには縄文土器・石器、

奈良・平安時代土器、近世以降の陶磁器類などがあるが、縄文時代遺物が上位面からの落ち込みによる可能

性が高いこと、また上述のようにこの溝はE区段丘面を意識して掘り込まれたと見られ、上位面には第 1号

溝があることから、根拠は弱いもののこの溝もこの時代の所産であると考えておきたい。

-6ー
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第 2項遺構外出土遺物(第 9図)

古墳・奈良・平安時代の遺構外から出土

したこの時代の遺物のうち実測を行ったの

は土師器 2点と須恵器 1点の 3点である。

2は古墳時代の坪と見られ口縁部が短く大

きく外反する。復元口径9.8cm、全体に焼

351.000m 
a 

成は大変良く堅致で樟褐色である。表採。-- 350.80旦且

b 3は甲斐型杯の底部である。復元底径 3cm 

で、外面底部際は斜位のケズリ、内面には

暗文が見られる。底面は回転糸切り離しの

後、周辺の一部を削っている。 9世紀代の

ものと見られる。 4は須恵器査・費類の胴

部破片と見られる。外面には若干の降灰が

見られ、内面は同心円状の当て具痕が残っ

ている。表採。

第 3節 近世・近代の遺構と遺物

近世・近代の遺構と見られるものは、 8

基の墓、 16基の土坑、 9ヶ所のピットがあ

b 

350.8Q旦m
c 

C 

り、これらは皿区からN区にかけての低い d 

351.300m 

d 

面からやや散発的に検出されている。遺物

もこれらの遺構に伴って出土したものが主

体であるが、陶器類などは同区の遺構外か

らも出土している。

第 1項墓

(1 ) 第1-4号墓(第10・11図)

遺構 皿区西寄り、 K06区から検出され

た。 4基が若干の切り合いを持ちながら東

西にほぼ一直線に並んで作られている。

切り合い関係および出土遺物から予測さ

れる構築順序は、新しいものから古いもの

の順に第 4号、第 1号・第 3号、第 2号と

なると見られる。第 4号墓からは大正 8年

の一銭銅貨および大正 5年開業の大月市小

俣医院(現小俣クリニック)の薬瓶などが

出土しており、それ以後おそらく大正末年

頃までの聞に埋葬されたものと推測され

る。また第 1号墓からは頭の丸い洋釘が出

土しており、明治期以降のものと見られる。

そして最も古いと考えられる第 2号墓から

は摩滅のため銭文全体の判読は不能である

が、方孔の銅銭が 2枚出土している。そし

第1a号潜

1.褐色土 7.5YR4/4 ややボソボソの土。

1 '.櫛Itj褐色土 7.5刊 2/3 ボソボソで7昆ざりの少なL吐。

第1b号溝

1.11欄色土 7.5四 3/3 iJ~ ざり少なくややnt~い。
2.極111:叩色土 7.5百 2/3 1'，1色粒子を多く含むしまった土。

3.褐色土 7.5YR4/4 I胡くしまった砂質土。須恵器出土。

第1c号潜

1.11古褐色土 7.5百 3/4 1'=1色粒子を多く含むしまった土。

l' . 11音褐色土 7.5YR3/3 白色粒子を剖ニ含む。

第1d号満

。

1. ~I日褐色土 7.5YR3/2 tfilc号満 1層よりも附くしまっている。

第1e号溝

1.耕作土。

1. n音褐色土 7.5刊 3/4 砂を少し含むボソボソの士。

2.褐色土 7.5YR4/3 2'隠土にやや白色粒子を多く含む。

2 '褐色土 7.5YR4/3 混ざりの少ない土。

3. 11音褐色土 7.5YR4/3 2層に似るがオレンジ粒子を少し含む。

4.黒褐色土 7.5YR3/2 混ざりの少なL唱質土。

5.灰褐色土 7.5YR4/2 お片・紗からなり、若干ラミナ状。岡くしまっている。

6.黒褐色土 7.5刊 3/2 第1f号満 1陪に似るが、ややしまり弱い。

7.褐色土 7.5YR4/4 砂を含み粘質で混ざりの少ない土。

第1f号潜

1. n音褐色土 7.5YR3/4 第le号満21i'iよりも明るい。

第?圏第 1号溝断面図

てこのうちの 1枚ではかろうじて「賓」の文字が読みとることができ、寛永通賓と考えられることから、江

戸期の埋葬と推測される。とすれば、両者の中間時期になる第 3号墓はおそらく江戸から明治期の聞に埋葬

-8ー
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第 2号溝

1. M作土。

2. I陪1")色土 7.5YR3/4 ローム粒 大粒砂を含み、しま った土。 。 I川

」干一一ーー」一一一一一」

第 8図第 2号溝平・断面図

2 

ぇ 1 ~ Lムょよ立二ク

第 9図 古墳・奈良・平安時代土器・陶器
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されたものと考えられるであ

ろう 。ただしこれらの墓が完

全には重ならず向きを揃えて

配置されていることは、新た

な墓擦を掘削する際に前に作

られた墓擦の位置が墓標等に

よっておおよそ承知されてい

たこと、そして被葬者が相互

に何らかの血縁関係を持って

いる人物を埋葬したことを意

味していると思われる。

第 1号墓

遺構 第 4号墓横に切ら

れ、第 2号墓域よりも新しい

ものである。一辺約75cIl1ほど

の111各方形で確認面からの深さ

は約80cmで、ある。第 4号墓墳

の人骨や副葬品などが本墓績

の範囲内からも出土している

が、 この他に一体分の人骨が

出土した。人骨以外には釘が

数点出土しているが、これら

には洋釘の他、相]釘も含まれ

ているようである。なお釘ーは

鋳化が激 しく、 |玄|示可能な遺

物ljはない。

第 2号墓

遺構 この 4基の墓墳の中

では一番最初に作られたと見

られるものである。一辺約 l

mほどの略方形で、確認面か

ら深さ90cIl1ほど掘り込まれて

いるものである。また降雨に

より雨水が流れ込み頭蓋骨な

ど一部遺物の位置が大きく移

動したため図化できなかった。

しかしながら頭蓋骨は脚など

4 

3 

10cm 



の骨に固まれるようにして中央か

ら出土したのは他の墓と同様であ

った。人骨以外には銅銭 2枚、鉄

銭 2枚、和釘数点が出土している。

遺物出土遺物の内、銅銭、鉄

銭を 4枚を図示した。 1. 2は銅

銭である。 1は直径2.35cm、厚さ

1mmほどで、中央に一辺 8mmの方

孔が見られる。木質の付着や鋳化

で状態は悪くまた摩滅しているた

め銭文全体は判読できないが、上

述のようにかろうじて「賓」の字

だけは読みとることができる。 2

は直径2.25cm、厚さ 1凹ほどで、

中央に一辺 7mmの方孔が見られ

る。もともと非常に状態の悪い銭

であったためか銭文は全く判読で

きないどころか表裏の区別も困難

である。 3. 4は鉄銭である。 2

枚が貼り付いて出土した。いずれ

も方孔を持ち、外周縁や孔の周縁

は表裏面共にわずかであるが一段

高くなっている。 3は直径2.6cm、

孔径6.5皿、 4は直径2.5cm、孔径

6.5凹である。なお、長佐古真也

氏は多摩ニュータウンNO.335遺跡

での分析において新寛永鉄銭まで

を含む副葬銭組み合わせに19世紀

中から後半頃までの年代を与えて

おり(長佐古1997)、本墓墳出土

銭が新寛永であるとすれば、同じ

頃の年代が与えられるであろう。

第 3号墓

遺構 4基の中で最も東側にあ

り、一辺約90cm、確認面からの深

さ約60cmのほぼ正方形のものであ

る。墓壌中央部で、東西に離れて

両下肢骨が立ち、その北側から頭

蓋骨が出土している。この遺体と

¥仰が
第 1号墓

カクラン

撹乱

1.極E音褐色土 7.町R2/3 固くしまり、ビニール片など出土。
2.暗褐色土 7.町R3/3 ロームブロックを多量に含む。
第 1号墓
1.褐色土 7.臼R4/4 ややしまっていて、ロームプロックを少し含む。
2.灰褐色土 7.臼R4/2 大変しまりの弱い土。混ざり少ない。

第2号墓
1.褐色土 7.臼R4/3 ロームプロソクを若干含む。

第3号事
1.暗褐色土 7.町R3/4 混ざりのない褐色土で、しまりは弱い。
第4号墓 0 
1.灰褐色士 7町R4/1 ややしまっており、ロームプロックを少し含む。

第10圏第 1......4号墓平・断面図

--

347.400m 

347.400m 

1m 

は別にさらにその南壁際からももう一体の遺体が骨の向きを揃えたように出土した。このことから当初納め

られてあった遺体を片付けて後から別の遺体を入れたものと考えられる。こうした出土状況からすれば、こ

の両者は親子や兄弟のように特に密接な関係を持つ人物であると推測される。また人骨の出土位置から、中

央人物は南側を向いて座らされていたようである。

人骨以外には後から埋葬された中央人物の副葬品と見られる足袋のコハゼ、 2点、金具 2点、鉄釘数点が出

-10-
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土しているが、鋳化のため和洋釘の区別は困難である。コハゼの存在から追葬者は足袋を履かされていたこ

とがわかる。また先に埋葬された南側人物のものと見られるキセルが出土している。

遺物 出土遺物の内、キセル、銅銭、足袋のコハゼおよび棺の飾金具を図示した。 5はキセル吸口である。

木質のラウが一部遺存している。肩部は弱い段を持って太くなり、ほぽ同じ太さで移行している。口付け部

はやや肥圧する。長さ5.2cm、肩部長2.2cm、ラウ接合部径1.2cm、吸い口部径O.7cmである。 6 • 7は足袋のコ

ハゼと見られる金具である。頂部の丸い三角形様で銅製と見られる厚さ 1mmほどの薄い板を用いており、底

辺には両端に糸かがり用の小孔が穿たれている。 8は用途不明の銅製金具である。へラ状の形態で厚さ 1凹

ほどの薄い板で造られている。長さ2.6cmo 9は棺の飾り金具と見られるものである。長さ4.2cmの細長い長

方形板の両端に長方形の小孔を穿ち、そこに銅線を折り曲げて接合用の環状金具を入れ込み、その中に直径

8mmほどの環を通している。また片側には基板の穴隠しの丸い金具が残っており、本来は両側に附属してい

たと見られる。

第4号墓

遺構 4基の内で最も西に位置し最も新しく作られたものである。下場で南北約 1m弱、東西は推定で約

1.3mほどと見られ、確認面からの深さおよそ70cmを測るが、他の墓墳とは異なり規模がやや大きく、東西

に若干長い長方形墓墳のようである。このことが死者の姿勢など埋葬方法の違いを意味するのかどうかは興

味深いと乙ろであるが、改葬等による掘り出しのためか人骨は若干の骨片以外にはほとんど見つからなかっ

たために具体的な検討は難しい。ただし鉄釘はかなり多数出土しており、木製の棺が使われていたことは間

違いないであろう。ただ第 1号墓を切って作られているため一部その遺物が混ざっている可能性がある。ま

た掘り返しが改葬のためだとすれば、それがこの墓だけに限定されているのは、改葬の時点では第 1-3号

墓の存在はすでに忘れ去られていたことを示すのかも知れない。

鉄釘以外の遺物としては、一銭銅貨1枚、キセル、盃、眼鏡、薬瓶など故人のものと見られる副葬品が比

唱

i
唱
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較的豊富に出土している。

遺物 出土遺物の内、銅銭、盃、眼鏡、薬瓶、キセル、玉類を図示した。 10はキセルである。雁首部と吸

口とが別々に出土したものの本来は同ーのものであったと見られる。それぞれラウの木質が若干残っている。

雁首部はかなり小形の火皿を持ち、首部から段差無く一体的に立ち上がっている。また油返り部はさほど湾

曲せずに折れ、若干肥圧しながら肩部へ移行している。長さ4.8cm、火皿径0.9cm、ラウ接合部径1.2cmで、ある。

吸口は、やや肥圧している口付け部から一旦やや細くなり、肩部へ向かつて段差無く徐々に太くなり、その

後はほぼ同じ太さで移行している。長さ7.2cm、ラウ接合部径 1cm、吸い口部径0.7cmで、ある。なお表面の腐

食程度が他のキセルと比較して弱い。 11は眼鏡である。遺存状態があまりよくなく両眼部および片側の弦部

のみが図示できた。金属部分は銅製でレンズを銅製の縁でくるんで巻いている。また弦は断面楕円形の銅線

を折り曲げて整形している。 12は用途不明の玉製品である。筒状で段を持ち白色のガラス製と見られるが、

用途ははっきりしない。長さ1.2cm、上端径0.9cm、下端径0.6mmで、ある。 13は円玉である。直径1.1cmの玉に 3

凹ほどの孔が穿たれているが、そこに向かつて横からも小孔があけられている。数珠などの一部の可能性が

あろうか。 14は盃である。花枝らしき文様が上絵付けされており、また「腰が張らずに立ち上がり、器高が

低く、大きく口縁が広がる形態」の「大平形J(厚木市教育委員会1995: 100)のものであることから、 20世

紀前半の年代が与えられると思われる。 15は薬瓶である。 200ml入りの透明のもので縦半分に成型され接合

されている。また胴部には大正 5年に開院した小俣医院の銘が入っている。 16は銅銭である。一銭銅貨で大

正8年に製造されたものである。直径2.2cm。

(2) 第5-8号墓(第12・13図)

皿区の東寄り、 H-1 12区から検出された。第 1-4号墓と同じく、東西にほぼ一直線に向きを揃えて作

られており、やはり新たな墓墳を掘削する際に、前に作られた墓墳の位置が承知されていたのであろう。こ

のことから同様に被葬者が相互に何らかの血縁関係を持っていたことが推測される。墓境問にはほとんど切

り合い関係が無いため時間的な前後関係は不明であるが、第 6号墓墳は第 7号墓墳よりも後に作られている。

また出土遺物に銭貨といった遺構の所属時期をほぼ確実に特定できるものがないため構築時期等の限定は困

難であるが、墓墳の配置や構造、そして青銅製キセルの形態ゃいずれも和釘が出土していることなどから、

第 1-4号墓墳よりも総じて古く、おそらく江戸時代後半 (19世紀頃)から明治時代初頭くらいにかけての

ものと見られる。また釘がすべての墓墳から出土し、特に第 8号墓では多数出土していることからやはり桶

ではなく棺に埋葬されていたと見ることができる。全体に副葬品はごく少なく、銭はまったく出土していな

p。

第5号墓

遺構 最も西側に位置するもので、一辺約80cmの略方形、確認面からの深さは35cmほどのものである。内

部からは良好な遺存状態で人骨が出土したほか、棺に使用された釘などが出土した。人骨は東西両側寄りに

下肢骨が直立して検出され、その聞から頭蓋骨が出土した。また前腕骨が頭蓋骨の南側より東西方向を長軸

として出土している。こうした人骨の出土位置から、中央人物は南側を向いて座らされていたようである。

また人骨以外には、棺に使われた和釘が数点出土しているが鋳化が激しく、図示可能な遺物はない。

第6号墓

遺構 この一群で西から二番目に位置するもので、一辺約80cm弱の略方形、確認面からの深さ約45cmで、あ

る。東の第 7号墓墳を若干切って作っている。やはりかなり人骨の遺存状況はよく、両足が東西に分かれて

一部が直立する下股骨の聞に頭蓋骨が落ち込んで、いた。また南壁際で、は下股骨が東西に壁に沿って置かれて

おり、追葬時に前の被葬者の骨を片づけたものと見られる。人骨以外の出土遺物は少なく、和釘と棺の飾金

具、銅製キセルの雁首と吸口がセットで出土している。

遺物 出土遺物の内図示したのは、銅製キセルおよび棺の飾金具である。 1はキセルである。よく似た特

徴を持つ雁首部と吸口が出土しており本来は同じ個体であったと見ることができょう。それぞれラウの木質

が若干残っている。雁首部は全体に短い。比較的大形で、碗形の火皿を持ち、首部との接合部は斜めである。

また脂返り部はほとんどなく段差を持って六角形の肩部へと続いている。長さ3.9cm、火皿径1.7cmほど、ラ
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ムてl~1 p~~ 

347.000m 

347.000m 

第 5号馨

1.階褐色土 7.5YR3/4 白色宕片を多く含み、か

なり固くしまっている。

第6号墓

1.暗褐色土 7.5YR3/4 白色岩片を多く含み、か

なり固くしまっている。

第7号墓
1.にぶい褐色土 7.町R5/3 第 5・6号墓績に類

似する。

1 m 

第12圏第 5--8号墓平・断面図

ウ接合部径1.2cmである。吸口は、雁首と同様に肩部は六角形で短く続き、段を持った後徐々に細くなりな

がら移行している。口付け部は欠損しているが特に肥圧することもなく終わると推測される。長さ6.8cm以

上、ラウ接合部径1.1cm、肩部長2.2cm、吸口部付近径0.5cmで、ある。なおこのキセルと類似した六角形肩部を

持つ雁首が山梨県北巨摩郡須玉町塩川遺跡10号墓壌から出土しており、 18世紀末から19世紀代に位置づけら

れている(山梨県教育委員会1992:168)。この年代を参考にすれば、第 5号墓も19世紀代の年代が与えられ

るのかも知れない。 2・3は棺の飾金具と見られるものである。 2は長方形のもので薄い銅板を用いている

が、片端が若干欠損している。中央には植物のような文様が打ち出されている。 3は楕円形のものでやはり

薄い鋼板製であるが、文様はなく中央に直径3.5皿の円孔があけられている。また片側隅にも直径 1醐の小孔

があるが、これが当初からのものか腐食等によるものかは不明である。

第7号墓

遺構 東から二番目に位置するもので、平面形はやや不整な方形で一辺約90cm、確認面からの深さは30cm

弱である。西の第 6号墓壌によって一部が切られている。やはり人骨の遺存状況はかなりよいが、下股骨は

東西寄りではなく、やや南寄りにさほど間隔を空けずに両足分が立っていた。また頭蓋骨は足のやや北側か

ら出土している。人骨以外の遺物はごく少なく、棺に使われた和釘が数本出土した他、不明銅製品が 1点出
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土したに過ぎない。

遺物 出土遺物の内図示したのは、銅製品 1点のみである。 4は一端が欠損している管状の製品である。

本来は中空であったと思われるがつぶれている。径は徐々に細くなっているようである。キセルの吸口かと

も思われるがはっきりしない。

第8号墓

遺構 この一群で最も東寄りにあるもので、隣接する 3基よりもやや大きく一辺約 1mの略方形、確認面

からの深さ40cm弱である。人骨の遺存状況はやはり大変よく、第 7号墓接以外の 3基の墓と同様に東西に両

下肢骨が分かれて直立し、その聞から頭蓋骨が出土している。人骨の出土位置から、中央人物は南側を向い

て座らされていたようである。人骨以外の遺物は少ないが、鉄釘が20点ほど出土しており和釘であると見ら

れる。しかし鋳化が激しく図示可能な遺物はない。

~重量

セEヨ匡

¢三コ

。。

4 

第 2項土坑(第14""'16図)

第13図

。( @) () 《三〉

2 3 

。 5cm 

第 5-8号墓出土遺物

皿区を中心に散発的に土坑が検出された。これらの形状や規模は様々で出土遺物もほとんどなく厳密な時

期の特定は困難であるが、覆土からおおむね墓墳と同じ時期のものと考えることができる。

第 1号土坑 H区南寄り、 X=65、Y=8ポイント付近にある。東西方向に長軸を持つ長円形のものであ

り、規模は長軸長約1.1m、短軸幅約60cm、深さ約20cmほど、縁辺からほぼ垂直に掘り込まれ、底面はほぼ水

平となっている。第 2号溝との切り合い関係は不明であるが、おそらくこれを切っていると見られる。

第 2号土坑 皿区西端近く、 X=64、Y=13ポイント付近にある。やや不整な長方形状の形態でちょうど

真ん中付近で底面には段を持つ。長軸長約1.5m、短軸幅約60cm、深さは西寄りで、35cmほどである。

第 3号土坑 同じく皿区西端近く、 X=60、Y=l1ポイント付近にある。楕円形の土坑を二つ合わせたよ

うな形態であるが、同一の覆土が上位に堆積している。長軸長約80cm、短軸長約55cmほどで、深さは約20cm

と浅い。

第 4号土坑 皿区西端近くで第 2号土坑北、 X=67、Y=13ポイント付近にある。略円形の小形の土坑で

直径約55cm、深さ15cmほど、緩やかに掘り込まれている。

第 5号土坑 皿区西寄りの調査範囲際、 X=61、Y=18ポイント付近にある。不整な長円形状の形態を持

つが、セクション面の観察から 3基の小土坑の切り合いであると見られる。全体では長軸長約 1m、短軸幅

約50cm、深さは15cmほどと浅い。

第 6号土坑 皿区西寄り、 X=51、Y=22ポイント付近にあり、西 2mに第 8号土坑、東2.5mの位置に

第7号土坑がある。 a. b二つの土坑の切り合いで、前者は直径約1.8m、深さ約35cmの大形円形で緩やかに

掘り込まれている。後者は長軸長約1.1m、短軸長約60cm、深さ約25cmの長円形のものである。

第 7号土坑 田区西寄り、 X=48、Y=25ポイント付近にあり、西2.5mに第 6号土坑がある。 a-cの

不整長円形の 3基の土坑が切り合っていると見られる。 a土坑は b土坑を切っており、長軸長1.1m、短軸長
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第 1号坑

一ぬも小

一¥
~ λヂ令ノノ

に三/-_ -， 

物放Z 三塁

、

A:CA7，2.5) 

¥/ヘφ
/べ命、

347.900m 

b 

347.900m 

ム¥(5'¥，2.'¥ i 

347.200m 

346.700m 

-第6a号土坑

1.極H音字国色土 7.5刊 2/3 大粒砂を少し含む。

、 2. 11音褐色土 7.5百 3/4 ローム土主体で 1層を

k 少し含む。

九 第6b号土坑も 1 黒褐色土 7町 2 第6a号土坑 1層よりも
やや褐色味の強い士ローム土を若干含む。

2川一~褐髄駈一ん色位比一土U一7日叩川一肝←5問町叩←YR4/4←/4川4 t1ロ

(/  ~""'" 少し含む。

¥ ( ')¥-¥-(，μ()) 第鳩土坑
¥ ¥. / ¥ "~. 1.緩H音褐色土 7.臼R2/3 第7a号土坑 1層より

¥"-- //  ーー も精い土でローム土を若干含む。

"- __.-/ 2.褐色土 7.5YR4/4 ローム土主体で、暗褐色

土を少し含む。

第7b号土坑

1.暗褐色土 7.5四 3/3 褐色味の強い土。ロー

ム土を少し含む。

2.暗褐色土 7.5刊 3/4 1層より暗く、 1層
土・ローム土を少し含む。

第 8号土坑

1.暗褐色土 7.5刊 3/3 大粒砂を多く、ローム

土を若干含む。

第8号土坑

346.700m 

。 1"， 

第14図第 1-8号土坑平・断面図

「

D
唱

i



第9号土坑

ちぐ 第4号墓

第 3号墓

347.500m 

第9号土坑

1. "音褐色土 7.5YR3/4 しまりのある土で、ローム粒を全体に含む。

¥ 
‘じ 、配

1

d

社

一

O
)

第

一

〉

ノf
O
)
 

347.300m 

〉て
347.400m 

ゑゑ-

第10号土坑

1."音褐色土 7.5YR3/3 ローム土を全く含ま

ない均質な士。

第15圏第 9-13号土坑平・断面図

n
h
u
 

噌

E
A

第12号土坑

セ

347.300m 

第12号土坑

1.褐色土 7.町R4/6 ローム土主体。

2.褐色土 7.5YR4/3 固くしまった褐色

土主体で、ローム土をブロック的に含む。

3.暗褐色色 7.町R3/3 2層よりローム

土少ない。

第13号土坑

347.500m 

第13号土坑

1.褐色土 7.5YR4/3 固くしまりローム

土を少し含む。

2.褐色土 7.5YR4/4 1層よりやや褐色

味強く、ローム土を 1層よりも少し含む。

。



約65cm、深さ15cmほどと緩やかに掘り込まれている。 b土坑は南北方向に長く長軸長1.95m、短軸幅約60cm、

深さ40cm弱で、あり、縁辺からしっかりと掘り込まれている。 c土坑は他との切り合い関係は不明であり、長

軸長1.3m、短軸長約65cm、深さ約40cmほどとやはりしっかりと掘り込まれている。

第8号土坑 皿区西寄り、 X=51、Y=19ポイント付近にあり、東 2mに第 7号土坑がある。直径90cmほ

どの略円形のもので深さは約15cmと浅く緩やかに掘り込まれている。

第 9号土坑 皿区西寄り、第 7号土坑のすぐ北、 X=52、Y=26ポイント付近にある。形状から溝様の細

長い形態を持つと推測される。北寄りを第 1-4号墓墳によって切られており、近世以前のものと判断でき

る。推定復元で長軸長約3.8m、短軸幅約1.4m、深さ30cmほどを測る。

第10号土坑 皿区西寄り、 X=52、Y=28ポイント付近にある。直径1.4m前後の略円形で深さは50cmほ

どほぼ垂直に掘り下げられている。西側の一部を第 3号墓墳に切られていることから、明治期以前のものと

推測される。

第11号土坑 皿区ほぼ中央部、 X=49、Y=37ポイント付近にある。緩やかに掘り込まれた二つの円形小

土坑が切り合ったような形態であるが覆土は同一である。長軸長約85cm、短軸長約55cmを測る。

第12号土坑 皿区中央部
第15号土坑

第14号土坑

¥ 
347.6Q旦旦

ム¥(ゅダ

347.300m 

I 第15号土坑

1.1消褐色土 7.5YR3/4 白色粒子を全
体に若干含み、凶くしまっている。第14号土坑

1.黒褐色土 7.5YR3/2 かなり聞くしまった土で、
ローム土粒を全体に若干含む。

第16号土坑
ドh 第16号土坑

l' 1.絢色土 7.5YR4/6 1'1 
配 色岩片を多く、赤褐色お

片を少し含む。固くしま

る。

2.褐色土 7.5YR4/4 ロ
ーム質でしまり弱く、混

ざり少ない。

第17a号土坑

1. 11青褐色二l二 7.5YR3/4 
第16号土坑 1層に似る

345.700m が、混ざり少ない。

2.縄色土 7.5YR4/6 第
16号土坑2層に同じ。

第17b号土坑
1. 11前日色土 7.5YR4/3 
第16号土坑1層に同じ。

2.褐色土 7.5YR4/4 第

16号士坑 2層に似るが、
ややキメ細かい。

(36，sa十 b
a 

第16圏第14-17号土坑平・断面図
。

門

J
唱

i

1m 

やや東寄り、 X=47、Yニ

43ポイント付近にある。南

北に長軸を持つ略長円形の

形態を持つ。長軸長約2.3

m、短軸幅約70cmほどで、

底面は北寄りで若干の段を

持つ。

第13号土坑皿区東寄り、

X=46、Y=53ポイント付

近にある。長軸長約1.7m、

短軸幅約90cmほどの略長方

形のもので、縁辺からほぼ

垂直に掘り込まれている。

第14号土坑皿区東寄り、

第13号土坑の南東 6m、第

5号墓墳の北3.5mに位置し、

X=44、Y=56ポイント付

近にある。直径約1.5mほど、

深さ20cmほどで浅く緩やか

に掘り込まれている。

第15号土坑皿区東寄り、

X=45、Y=63ポイン卜付

近にある。やや緩やかに掘

り込まれた略長方形の土坑

と思われるが、北側は調査

範囲外に延びている。

第16・17号土坑町区

西寄り、 X=36、Y=89ポ

イント付近にある。第16・

17号土坑共に一辺約90cm、



深さ約40-50cmほどの方形に近いもので、縁辺からほぼ垂直に掘り下げられ水平な底面となっている。内部

からは遺物は全く出土せず断定はできないが、こうした形状からこれらも墓墳であった可能性が考えられる。

2 

1 事I~
ふ可 。

~S?~ 民プ~よー宍プ
8 

10cm 

第17図 遺構外出土近世・近代陶磁器

第 3項遺構外出土遺物(第17図)

第17図は遺構外から出土した遺物の内、比較的遺存度の高い陶磁器類を図示した。 1-4・8は碗である。

1・2は筒型のものである。 1は口径7.2cm、底径3.9cm、高さ4.7cmo 2は口径6.8cm、器高4.8cm以上で、ある。

3・4は丸形ものであるが、 3は型絵摺りで、口径l1.4cm、器高3.5cm以上、 4は口径10.1cm、器高3.5cm以上。

8は底部である。底径4.0cm、器高2.4cm以上。 5-7は皿である。いずれも高台畳付けは無紬。 5は見込み

中央に文字をデフォルメしたと見られる文様が描カ通れている。底径3.8cmo 6は見込み中央にコンニャク判に

よる五弁花がある蛇の目軸剥ぎのもので、底径6.3cmo 7は底径5.6cmで、ある。

(小林)

口
災
U

唱
E
A



第 3章分析

第 1節 出土人骨の形質人類学的分析

第 1項緒言

安楽寺東遺跡は、大月市賑岡町強瀬889-1外に所在し、平成10年 5月から 8月まで山梨県埋蔵文化財セ

ンターによって発掘調査が行われた。発掘された遺構や遺物は、縄文時代、古墳時代から平安時代と江戸時

代~近代のものを含むが、人骨はすべて江戸時代から大正時代の 8基の墓墳から出土した。墓墳は、一辺が

1 m弱の方形で、当時は木棺に座位姿勢で埋葬されていたと思われる。なお、本文中の数字の単位はミリメ

ートル、示数はパーセントである。

第2項所見

第1号墓

保存部位は、頭蓋片、四肢骨片が断片的に残っている程度である。

頭蓋は、頭頂骨、左右側頭骨錐体、後頭骨が残っている。左右側頭骨錐体の大きさは大きく頑丈で、外耳

孔は大きい楕円形である。後頭骨では、ラムダ縫合付近が残っている。縫合は内板では閉じ、外板では癒合

消失が始まっている。外後頭隆起はないが、上項線が明陳に隆起し、後頭骨に付着する筋肉が発達していた

と思われる。

歯は、下顎左第 1小臼歯が保存されている。岐耗は、象牙質が露出し、プロカのEに相当する。

四股骨は、左上腕骨、左右不明の尺骨、左右大腿骨、左右腫骨それぞれの骨体が保存されている。左上腕

骨は遠位半が残っていて、骨体は細い。尺骨は骨体片がわずかに残っている。骨表面の風化により、骨体骨

問縁の発達は不明である。左右の大腿骨は、骨体中央部が10cm程度保存されている。左大腿骨骨体は、前後

につぶれた状態で(体中央矢状径20/体中央横径29)、後面組線の突出はない。右大腿骨は骨表面の風化が

強い。左右の腔骨は骨体の中央部が残っている。風化により骨表面が剥離しているため計測できないが、骨

体は扇平な印象である。

この人骨は、縫合の癒合状態や歯の岐耗程度から壮年半ばと推測され、性別は頭蓋骨の特徴から男性と思

われる。

第2号墓

保存状態は不良であり、部位が同定できるのは左右不明の上腕骨片、左右大腿骨、左腔骨、右排骨である。

その他の部位では、下顎右第 2切歯と右側頭骨錐体、左右不明の寛骨片、胸椎 3点が残っている。切歯の殴

耗程度は、象牙質が大きく露出し、ブロカの皿に相当する。胸椎の椎体は頑丈で、加齢による変形はない。

大腿骨は、左右とも両端が失われ、骨体中央部が残っている。骨体は太く(左右:体中央矢状径30/体中

央横径30)、頑丈である。骨体後面の組線の隆起は顕著で、いわゆる「付柱」を形成している。左腔骨は骨

表面の、風化と破損が激しいにもかかわらず、骨体は太い(中央最小径22/中央最大径30)。大腿骨および

腔骨とも、太さは江戸時代男性平均値を上回る。一方、右緋骨は、骨表面の風化による傷みは少ないが、骨

体は細く(体中央最小径 8/体中央最大径10)男性平均値を下回る。しかし、骨間縁の発達は良好で筋肉の

発達がうかがえる。

この人骨は、四股骨の特徴から男性とおもわれ、年齢は歯の岐耗状態や胸椎の形状から壮年半ばと推測で

きる。

第 3号墓

南側人骨では、頭蓋片、四肢骨骨体、左寛骨が残っている。

頭蓋は、頭頂骨の一部と後頭骨が断片的に保存されている。後頭骨は、外後頭隆起が良好に突出している。

ラムダ縫合は開離している。下顎骨は、体高が高く頑丈である。歯の保存状態は次の歯式の通りである。

8/////001000000/// 
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/は、歯槽が破損

Oは、死後脱落、歯槽開放

下顎右第 3大臼歯は萌出したばかりで、エナメル質の岐耗がわずかである。

四股骨は、左右上腕骨、左尺骨、左横骨、左右大腿骨、左右腔骨が保存されている。左右の上腕骨は骨体

中央部が10叩 -20cm程度残っている。骨体は骨表面が風化していて、計測は不可能である。左尺骨は骨体の

近位半が残っている。骨頭の一部が破損している。骨表面の風化はない。骨体は頑丈で(矢状径11.5/横径

16)、骨間縁が良好に発達している。左槙骨の太さは尺骨に準ずる。左右大腿骨は、両端が破損し、骨体の

中央部が良好に残っている。左右とも太く(右:体中央矢状径28/体中央横径26.5、左:体中央矢状径29/

体中央横径26.5)頑丈である。骨体後面組線は摘まんだように「付柱」を形成している。左右腔骨の骨体は

骨間縁が良く発達し、太く頑丈である。

南側人骨の年齢は、第 3大臼歯の萌出/岐耗状態から壮年初期と推測される。性別は、頭蓋や下肢骨が強

壮であることから男性と思われる。

北側人骨では、頭蓋が残っている。脳頭蓋では頭頂骨が破損している。頭蓋形は長頭に属する(示数

77.7 ;最大幅140/最大長180)。前頭骨では、眉聞や眉弓の隆起が明陳である。頭蓋底の大後頭孔の大きさは

大きい。右顔面の大部分は破損している。左眼寵は高く、眼簡形は隅丸方形である。眼宮上壁には、貧血に

関係のあるといわれるクリブラ・オルビタリアが認められる。梨状口の形状は破損しているため観察できな

い。鼻根部は平坦で幅が広い。下顎骨は、骨体が高く、頑丈である。オトガイ隆起やオトガイ結節が発達し、

明瞭なオトガイ三角を形成している。歯の保存状態は次の歯式の通りである。

07600///1//000670 
8 7 6 5 4 3 2 1 I 123 4 5 6 7 8 

歯の岐耗は、エナメル質のみが擦り減っている状態で、象牙質の露出はない。ブロカの Iに相当する。

四肢骨では、左右肩甲骨片、左右上腕骨、右尺骨、右横、左右腔骨、右排骨、左右寛骨片が保存されてい

る。左上腕骨は、骨頭が破損し、骨表面の風化が激しい。右上腕骨は、骨表面の風化は少ない。三角筋粗面

の隆起は特に認められず、骨体が細長く直線的な印象である。

右尺骨は近位半が残っているが、風化による傷みが激しい。右横骨は近位部が断片的に残っている。骨頭

の大きさは普通である。腔骨は、左は上端が破損し、右は遠位半が残っている。骨体の大きさは男性として

平均的である。右肺骨の特徴は腔骨に準ずる。寛骨は大坐骨切痕付近が左右とも保存され、切痕の湾入は鋭

角である。

その他に、胸椎(2点)と腰椎(4点)が検出されている。椎体には加齢による辺縁部の骨赫形成もみら

れない。

この人骨の性別は、頭蓋の形態的特徴や四肢骨の太さや長さから男性と思われる。年齢は、壮年の初期と

推定される。

第4号墓

保存されている人骨は、頭蓋では右側頭骨、四肢骨では右大腿骨骨体片、上腕骨片、榛骨片である。側頭

骨乳様突起は破損しているが、周辺付近は頑丈である。外耳孔は、きわめて大きな楕円形である。保存され

ている四肢骨の骨表面のほとんどは風化による傷みが強い。そのため四肢骨の骨体が、本来の太さや頑丈さ

より、細く華書になっていると思われるが、それを考慮、しでも太いほうである。したがって、当土坑より出

土した人骨は、男性の可能性が高い。年齢は、歯が残っていないため、成人としかわからない。

第 5号墓

頭蓋、左右上腕骨、右榛骨、左右尺骨、左右大腿骨、左右腔骨が比較的良好な保存状態で残っている。

頭蓋は、顔面および頭蓋底が破損している。頭蓋形は、頭頂骨などに部分的に破損があるために不明であ

る。前頭骨は、眉聞や眉弓が顕著に隆起している。縫合は、基本的には聞いているが、矢状縫合の一部に癒

合箇所が認められる。外後頭隆起が認められる。周辺の上項線と最上項線がつくる隆起が明陳である。外耳
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孔は小さい楕円形である。下顎骨は、下顎枝は狭いが (27)、骨体が高く頑丈である。また、正中部のオト

ガイ隆起およびオトガイ結節が発達し、明瞭なオトガイ三角を形成している。歯の保存状態は以下の通りで

ある。

76 5 4 3 2 1 I 1 234 567 
76543 11 4567 

岐耗程度は、一部に象牙質が露出している箇所が認められるので、ブロカの I-IIに相当する。

上肢骨は、右側が比較的良好に保存されている。骨体の太さは江戸時代人男性の平均以上である(右上腕

骨:体最小径20/体最大径22、右横骨:体矢状径13/体横径17、右尺骨:体矢状径11.5/体横径17)。上腕骨

の三角筋粗面は隆起し、榛骨組面は広い。さらに、尺骨と榛骨の骨間縁が良く発達し、生前の筋肉の良好な

発達がうかがえる。下股骨は、大腿骨は両端が破損し、骨体の中央部が残っている。骨体は直線的で、湾曲

は弱い。後面の粗線の隆起が顕著であるが、付柱は形成していない。腔骨は遠位半が保存されている。骨表

面が粗造で、多数の小孔が認められる。大腿骨および腔骨は、江戸時代男性の平均以上の頑丈さである(右

大腿骨:体中央矢状径29/体中央横径28、右座骨:中央最小径22/中央横径31)。左右の距骨が残っている

が、滑車面が部分的に破損し、陣鋸面の観察は不可能である。

以上のことから、この人骨の性別は男性と思われる。年齢は、歯の岐耗から壮年初期と推測される。

第6号墓

出土状況図面から判断すると、中央付近の頭蓋骨に代表される人骨 1体が、方形木棺に埋葬されていたよ

うである。しかし、出土人骨を詳細に検討すると、 3体分の人骨が検出された。

中央付近の頭蓋は、顔面と頭蓋底および頭頂骨の一部が破損している。前頭骨の眉聞や眉弓は、破損し観

察できない。縫合は、外板では矢状縫合の一部は癒合消失している。内板では縫合が完全に消失し、静脈溝

の圧痕が深く明瞭である。また、左右側頭骨の乳様突起は下垂し、基底部が頑丈である。後頭骨では外後頭

隆起の突出はない。下顎骨は、下顎枝が大きく破損している。岨瞬筋の発達程度は不明である。下顎体は高

く頑丈で、オトガイ隆起やオトガイ結節も顕著である。歯の保存状態は次の通りである。

32 1 1 1 3 
XX65400olo0005X7 

×は生前脱落、歯槽閉鎖

歯の岐耗程度は、一部に象牙質の露出が認められる。プロカの I-IIに相当する。

この、頭蓋骨に代表される人骨の四肢骨の両端が破損し、骨体部分しか保存されていない。上腕骨の三角

筋粗面は明陳であり、太さも江戸時代男性として平均的である(左上腕骨:体最小径17/体最大径20)。大

腿骨の骨体の大きさは、江戸時代男性平均よりやや太い(右:体中央矢状径25/体中央横径26、左:体中央

矢状径26/体中央横径27)。腔骨の骨体は扇平である(示数70、最小径21/最大径30)。

別個体では、頭蓋の左側部分のみが出土している。前頭骨から側頭骨、さらに下顎骨が検出された。前頭

骨は外板部分では前頭縫合が残存しているが、内板では消失している。前頭縫合およびラムダ縫合において

も同様である。側頭骨乳様突起は大きく、乳突上稜も良く発達している。下顎骨枝は広く (37)、下顎角は

大きく外反し、岨噌筋が良好に発達していたと推測される。歯の保存状態は以下の通りである。

7oxxxxxlxxxooox 
1 345X7 

生前に抜け落ちた歯が多く、歯槽骨が退縮している。残っている歯の岐耗程度は、象牙質が露出しており、

プロカのEに相当する。

さらに、 3体目では、下顎のオトガイ周辺がわずかに残っている(中央やや北寄)。下顎歯は生前に脱落

し、歯槽骨が大きく退縮し、外側ではオトガイ孔、内側ではオトガイ腕をかろうじて確認できる。

この土坑墓より出土した人骨は、合計 3体である。性別はすべて男性で、年齢は壮年前半、熟年、老年と
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思われる。

第 7号墓

頭蓋、左右大腿骨、左右腔骨、右上腕骨、左尺骨が保存されている。その他に細かい骨片が多数出土して

いるが、部位の同定は不可能で、ある。

頭蓋は、頭蓋冠と左右錐体が残っている。頭蓋は類五角形で短頭に属する(頭示数91.3:最大幅147/最大

長161)。右眉弓の隆起は良好に発達している。冠状縫合、矢状縫合、ラムダ縫合とも、内板では完全に癒合

消失している。外板でも一部に癒合が始まっている。頭頂結節は明陳である。側頭骨の乳様突起は、破損し

その形状の観察ができないが、乳突上稜は隆起している。外耳孔は大きな楕円形である。外後頭隆起は突出

していないが、上項線と最上項線のつくる隆起が明瞭である。

歯の保存状態は以下の歯式の通りである。
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H交耗程度は、エナメル質のみがすり減る程度であり、ブロカの Iに相当する。下顎左第 2大臼歯の歯頚部

遠心に C3のカリエスがある。

右上腕骨は、骨体の近位半が残っている。三角筋組面は大きく、明瞭である。左尺骨の骨頭は大きい。大

腿骨は、右が骨体の近位半(土坑南西)と左が骨体上部12cm(頭蓋南西隣)程度残っている。後面粗線の隆

起が顕著であり、骨体の太さは江戸時代男性としてほぼ平均的である(右:体中央矢状径26/体中央横径26、

左:体中央矢状径26.5/体中央横径26.5)。左右腔骨は骨体の遠位半が保存され、右腔骨の骨表面は風化して

いる。左骨体の太さは平均的で(体最小径22/体最大径29.5)、扇平腔骨ではない。左右距骨は一部が破損し

ている。鱒眠面は形成されていない。

この人骨の性別は男性と思われる。年齢は、縫合の癒合が進んでいるが、歯の岐耗は比較的少ないので、

壮年前半と思われる。

第 8号墓

頭蓋、左右四肢骨が断片的ではあるが保存されている。

頭蓋は、前頭骨から頭頂骨および側頭骨そして後頭骨が残っている。一部に破損があるため頭蓋形はわか

らない。前頭骨の眉間や眉弓の隆起が明瞭で、鼻根部の陥入は強い。縫合は内板では完全に癒合消失し、外

板では半分以上が消失している。内板では、クモ膜頼粒小簡が多数認められ、さらに静脈溝が顕著である。

側頭骨の乳様突起は大きく下垂する。乳突上稜は特に明陳に隆起している。外耳孔は、大きな円形である。

後頭骨の外後頭隆起は突出しているほうではないが、上項線や最上項線の形成する隆起帯が明瞭である。

歯の保存状態は次の通りである。

21 I 4 5 6 7 
3 I 1 2 5 

岐耗程度は、象牙質の露出が部分的に認められる。ブロカのEに相当する。

上腕骨は、右(土坑北西際)骨体中央部と、左(頭蓋東隣)骨体遠位部が残っている。右上腕骨は、太さ

が江戸時代男性平均で(体最小径17/体最大径22)、三角筋粗面も明陳である。右尺骨(土坑最西北)と右

槙骨(頭蓋東寄下)は骨体中央部が残っており、骨間縁の発達が良好で、骨体も太い(右尺骨:体矢状径

14.5/体横径17、右槙骨:体矢状径13/体横径17)。左右大腿骨は、右大腿骨(頭蓋西北の北側)では下端以

外の大部分が保存され、左大腿骨(土坑南東)では近位半が保存されている。右大腿骨の太さは江戸時代男

性の平均値にほぼ近く(体中央矢状径27/体中央横径26.5)、骨壁も厚く、頑丈である。大腿骨頚部も太い。

後面粗線は隆起し、明瞭であるが、付柱の形成はない。右腔骨(頭蓋西北の南側)と左鹿骨は、近位部が破

損し遠位部が残っている。骨問縁の発達は良好で、下肢の筋肉の発達が良好であったことがうかがえる。骨

表面は粗造で、小孔が多数あり骨肥厚がある。右距骨(断面図頭蓋左隣)には陣掘面の形成は認められない。

出土人骨の性別は男性と思われる。年齢は、歯の岐耗から判断すると壮年半ば程度と思われるが、頭蓋の

つ臼つ臼



状態から壮年後半と推測される。

第 3項考察

当遺跡、から出土した人骨について下の通りまとめた。

墓番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

個体数 性別

1 男性

l 男性

2 (北) 男性

(南) 男性

1 男性

l 男性

3 男性

男性

男性

1 男性

l 男性

第 3号墓出土頭蓋骨上面観

第 3号墓出土頭蓋骨前面観

4 

年齢

壮年半ば

壮年半ば

壮年初期

壮年初期

成人

壮年初期

壮年前半

熟年

老年

壮年前半

壮年半ば

合計11休の人骨が検出された。全て成人男性で、女性ある

いは乳幼児などの未成年の骨は検出されなかった。人骨の計

測値は、江戸時代男性平均値とほとんど差異はなく、形態的

特徴も江戸時代人骨と一致する。 したがって、当遺跡の人骨

は江戸時代のものとして問題はなPo 3号北側人骨には、貧

血に関4系のあ るクリブラ ・オルピタリアがU在自忍できたが、そ

れ以外に骨に現れる疾病の痕跡は認められなかった。なお、

全般に縫合の癒合消失具合に比べ、闘の|皮耗が軽度であるの

が特徴的である。

これらの墓群は、成人男性ばかりの埋葬であることから明

らかに家族墓ではない。墓域の，':H土状況から 2つの集団に分

けられるが、このことが主由j或，'~，: によるものか、あるいは:1:1[[若手

人骨の身分によるものかは人骨の特徴からでは判断出来な

い。当地域において、江戸時代の人骨がまとまって出土した

例はな く、 p盟葬」を考えるうえで貴重な資料であ るが、 今

後の資料の増加を特に期待したい。

(匡|立科学191物館人類研究部 梶ヶ山真里・馬場悠男)

第 3号墓出土頭蓋骨側面観 第 3号墓出土下顎骨

官I討人
也包

!!i' 
冒

第 7号墓出土頭蓋骨前面観 第 7号墓出土頭蓋骨上面観

。 30 CIll 

写真 1 安楽寺東遺跡出土人骨
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第 2節 考古学データと民俗例に基づく埋葬方法の復元と変遷

第 1項埋葬方法の復元

本遺跡からは、近世を主体とする 2群合計 8基の墓が検出された。そこでこれらの墓およびその内部から

の遺物出土状況と、文献に記述されている近隣地域の伝統的な埋葬方法と併せ、まずその埋葬方法について

復元したい。

(1 )棺の種類

安楽寺東遺跡の各墓は第 4号墓墳を除き、いずれも方形である。また多くのものからかなりの数の釘が出

土しており、このことからこれらの棺は丸形の桶ではなく釘を使って組まれた四角いものであったと一応推

測することが可能であろう。

一方、民俗調査では、

1 )この地域のお棺形式は四角で、あったとされているく大月市>0(山梨県教育委員会1985:82) 

2 )組合の者の手で製作され、普通二尺四寸四分(約74cm)横一尺四分(約32cm)の立棺であるが、実際

には規定よりも大きく作ることが多く、棺の蓋は三隅だけ釘づけにするく神奈川県津久井郡>0(鈴木

1933) 

3 )棺のふたは載せておき、出棺当日に石でたたいて釘付けにするく上野原町>0(上野原町誌刊行委員会

1975: 872) 

4)昔は桶は高価なので、葬式組の大工が松や杉などで、作ったタチカン(立棺)を使う〈富士吉田市上暮

地>0(堀内1986: 21) 

5 )桶は高価なのでミマイット(見舞い人)の大工が松や杉材で四角形の箱型に製作したタチカン(立棺)

で、蓋は石を使って釘でうちつける。〈富士吉田市下吉田>(堀内1990:75・78)

といった例を見ることができる。これらからも棺は桶ではなく、四角形の立棺で釘が使われていたと判断す

ることが可能である。ところで、東京都多摩ニュータウンNo.335遺跡で、は桶を使ったと考えられる墓から釘

が出土する例が報告されており、釘の存在だけで棺桶の形式を断定するには注意が必要なようである。ただ

しこの墓墳は円形で桶の形と整合していることから、総合的に安楽寺東遺跡の墓墳では棺が使われていたと

判断できょう。

(2) 被葬者の姿勢

被葬者はどのよう姿勢で埋葬されていたのであろうか。発掘調査の結果出土した人骨のうち良好な状況を

とどめているものは腔骨・大腿骨の両下腿骨が穴の両側寄りに折り曲げられたように垂直に立ち、その聞に

頭蓋骨が落ち込むように出土している。また上腕骨や尺骨、榛骨などの上股骨が下腿骨の内側に落ち込んで

出土している。こうした検出状況から、やや足を拡げた立て膝で腰を下ろし、手は足の聞に入れて組ませた

姿勢で埋葬されたと考えられるものがある。また第 3・5・8号の各墓では骨の出土位置から、体の前面は

川の方角(南方向)に向けられて座らされていたと判断できる。こうしたいくつかの事例から推測すると、

各人はおおむね同じ姿勢で納棺されていたと思われるが、両足の間隔が一部で若干異なっているものもある。

一方民俗例では、

1 )立棺の場合、顔を南向きするく都留市与縄>0(小松1989:470) 

2 )死体は死後硬直によって納棺で、きない場合があるので、死後それぞれの関節を一度ずつ折り曲げてお

くく富士吉田市上暮地>0(堀内1986: 18) 

3 )死者は死後硬直するのであぐらをかいた状態にしておき、立棺の場合はあぐらをかいた姿勢で納める

〈富士吉田市下吉田>0(堀内1990: 75 . 76) 

4)死体は死後しばらくすると硬直して動かせなくなるので、膝を折り曲げて縛っておく。そして入棺時

には膝をかかえた姿で納めるく富士吉田市上吉田>0(堀内1989: 118) 

のだという。

これらの例からは、座棺の場合でも、あぐらをかいた状態で納める場合と、膝をかかえた姿で納める場合
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の二種類があったことが知られる。安楽寺東遺跡の墓では上記のように両足の間隔が若干異なる例があるが、

これは足を紐などで縛り閉じた状態で納められたものが組の腐朽や土庄等でいつの聞にか足が広がってしま

ったのか、それとも元来立て広げた状態で納められたのかのどちらかと推測される。また手は多くは膝の前

後で組ませてあったのであろう。なお、死者の頭部に関しては「頭を北に顔は西に向けるものJ(鈴木1933)

という記述もあるが、この記述が寝棺と座棺のどちらを念頭に置いているのか不明であるため本遺跡の事例

と直接対応させるのは難しい。ただし都留市の民俗例と本遺跡例とは一致している。

(3) 被葬者の服装

安楽寺東遺跡例では死者の服装を窺わせるものはほとんどなく、第 3号墓で出土している銅製の足袋コハ

ゼ2枚が服装に関する唯一の遺物である。このことからこの第 3号墓の中央人物が足袋を履いていたことが

わかるが、民俗例からも死者の服装を見てみたい。

1 )左椎にして経雄子をつけ、脚紳・草鮭で身を固める。足袋は左右を違えて履かせる〈神奈川県津久井

郡)0 (鈴木1933)

2)白装束の経惟子を左前につけ、足袋は左右反対に履かせる。またさらし木綿で、作った手っ甲・脚紳を

つける〈上野原町)0 (上野原町誌刊行委員会1975:872) 

3 )橘枠・手甲・脚紳〈都留市中津森>0(小松1989:467) 

4) ヒトエモノ(経雌子)の上にオイズリを着せ、腰巻などもつける。またコウガケ(手甲)をつけ、ワ

ラジ・ハパキ(脚紳)を履かせるく富士吉田市上暮地>0(堀内1986:20・21)

5 )ヒトエモノ(経惟子) ・オイズリ(笈摺) ・手甲・脚紳・足袋・ジパン(嬬枠) ・腰巻・ワリフンド

シ・メカクシ(額に縛る三角形の白布)<富士吉田市下吉田>0(堀内1990:75) 

6)足袋を左右逆に履かせるく塩山市>0(杉本1998:679) 

などと pう。これらからは足袋は死装束のーっとして履かされていたことがわかるが、安楽寺東遺跡例では

上述のように一つの墓を除きコハゼは出土していない。このことは腐食等による消滅の可能性を排除できれ

ば、民俗例よりも古い時代では足袋を履かせることは一般的で、はなかったことを示す可能性がある。

(4) 副葬品

安楽寺東遺跡の 8基の墓から出土した人骨以外の遺物のうち釘や棺金具およびコハゼを除けば、銭・キセ

ル・盃・眼鏡・薬瓶・数珠の可能性がある玉などがあるが、これらは基本的に故人に対する副葬品と見るこ

とが可能であろう。

民俗誌の中から副葬品に関する記述を拾ってみると、

1 )数珠・血肱・六文銭(極楽通宝と六つ印刷した紙片)などを入れた頭陀袋を首にかけるく神奈川県津

久井郡>0(鈴木1933)

2 )頭陀袋・草軽・死者愛用の杖・酒・タバコ・花・六文銭〈上野原町>(上野原町誌刊行委員会1975: 

872) 

3 )六文銭・クルミ・小糠を入れたズタブクロを首にかけ、眼鏡・杖など身近な持ち物、シカパナや菊な

どの生花〈富士吉田市上暮地>0(堀内1986:21) 

4)六文銭・米・塩などを入れた頭陀袋を首に下げる。〈富士吉田市下吉田>0(堀内1990:76) 

5 )五十銭銅貨を入れたズダブクロを首に下げ、死出の旅路の道具として笠や杖を入れる〈富士吉田市上

吉田>(堀内1989:118) 

6)紙にお金の絵が書いてあるものを入れたズタプクロ・杖・花・眼鏡や財布など死者にとって大切なも

のなど旅立ちですぐ使うもの〈白根町>0(浅野1996:167) 

といった内容が上げられ、服装とも併せ、死出の旅路のための道具という認識がかなり強い。そしてこれら

の地域民俗例と発掘調査で出土した副葬品の内容とはほぼ一致しているといってよいであろう。

ただし気にかかるのは副葬品がまったく出土しなかった墓もかなりあるという点で、これらの墓からまっ

たく副葬品が出土しなかった理由が何であるのか、もう少し検討する必要があるように思われる。
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(5) 追葬

検出された 8基の墓のうち 6基では埋葬人物は一人であったが、第 3号墓では 2人、第 6号墓では 3人の

人骨が出土している。このうち前者では発掘時にも明瞭に追葬の様子が確認でき、後者では南壁際に置かれ

た下股骨が先に埋葬された人物の骨の一部であると見られ、両者共に先の被葬者の人骨を片づけて別の人物

を埋葬した様子が窺われる。残念ながら同一墓内に埋葬された人物聞の血縁関係について形質的に言及する

ことはできないものの、被葬者は第 3号墓では両者共に30代くらいの壮年男性、第 6号墓では30代・ 50代・

50代後半以上のいずれも男性であることが判明しており、おそらく親子または兄弟のように密接な関係を持

っていたと推測できるであろう。また 8基の内の 2基のみでこうした追葬が確認できることは、追葬は一般

的なものではなく、特定の場合に限って行われたものであることが認められるであろう。

なお、民俗誌では追葬に関する記述は少ないが、都留市与縄では屋敷墓の掘り返しを行った際に古い骨が

出てくると再び新棺の脇に埋め戻すとされており(小松1989: 470)、出土状況から考えて本遺跡でもこうし

た行為が行われたと考えられよう。ただし掘り返しによっても墓墳の形態がまったく乱れていないことから、

結果として追葬になったのではなく、当初から墓の位置を意識して掘り返したのだと見ることが可能で、ある

と思われ、このことからもこれらの人骨聞には何らかの強い血縁関係があると推測される。

(6) 埋葬場所

安楽寺東遺跡の墓は 2群に分かれているが、付近からは住居など建物の柱穴などを確認することはできず、

埋葬当時もこの場所は畑であったと見ることができょう。このように畑の一角に埋葬することは現在ではほ

とんど見られなくなったようであるが、「古くは屋敷続きの畑の隅とか、家にとって大切な畑地の隅などを

選んで埋葬することが普通であった」という(後藤1979: 33)。しかしながら「明治になって墓制が制定さ

れて、共同墓地に葬ることが義務づけられ、それまで個々の畑などに散在していた墓を共同墓地に移した例

もあるJ(後藤ibid: 33) という全体的な概況と、都留市平栗では「明治 8年頃、共同墓地になるまでは、家

の裏や畑の一角に墓があり、そこに棺を埋めていたJ(小松1989:476) といった近隣事例から、第 4号墓の

掘り返しがこうした改葬のためである可能性はかなり高いといえよう。また堀内真氏のご教示によると、畑

の中に墓を作る意図についてはその土地を売らずに維持すべしというメッセージ性を帯びているという。

(7) 被葬者の特徴

以上のように見てくると、所有する畑の一角に埋葬された人が家族の中でどのような人物であったのかが

問題となる。前節で述べられているように、これらの墓の被葬者で大変特徴的な事実は、被葬者がすべて成

人男性であったということである。このことは畑内の墓に葬る人物にはきわめて厳格な約束があったことを

意昧している。こうした場所の墓が上述のように強いメッセージ性を帯びているとすれば、それを指示でき

る人物、また死後もそれを自ら体現させる意味でこうした場所に埋葬される人物としては、戸主など一家の

中での中心人物である可能性が高いと推測されよう。一群の墓の形成時期がある程度把握できる第 1-4号

墓では、江戸時代末期から大正時代にかけてのおよそ60年間ほどの聞に 5人の人物が埋葬されたことになる。

梶ヶ山氏のご教示では直系家族の場合、平均的には30年に一人程度の割合で代替わりするということであり、

そうした予測からすると5人という被葬者の数は被葬者の年齢がいずれも壮年半ば以下 (40代以下)とかな

り若いことを考慮、しでも多い感じがする。こうした見方に基づけば、こうした畑内墓地に埋葬される人物は

単純に戸主といった特定人物だけではなく、それに準じるような男性も埋葬されたのかも知れない。

また、畑内墓地に埋葬される人物が限定されているということは、裏を返せば別の場所に女性や子供など

は墓を持つということを示している。その場所を特定することはできないが、一家族が二ヶ所以上に墓地を

持つということになるわけで、憶測をたくましくすれば、こうしたことは埋め墓と拝み墓からなる両墓制と

関係するのかも知れない。

なお、考古学的データと民俗誌データの両者から、第 5-8号墓の埋葬状況を共時的に復元・図化したも

のが第18図である。

第 2項 山梨県東部地域における近世後半以降の埋葬方法の変遷

さて、安楽寺東遺跡での近世から大正時代にかけての埋葬方法は以上のように復元されようが、ここでさ
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らに本地域および近隣の他遺跡での調査事例も併せ、近世か らの墓制の変遷について若干の予察を行ってお

きたい。

上述してきたように、本遺跡では大正時代と考えられる第 4号墓が短長方形である以外は、近世後半以降

pずれも方形の墓;肢を持ち座棺であったと考えることが可能である。またこのことは周辺地域の民俗事例か

らも裏付けられる。民俗誌によれば富士吉田市下吉田での座棺から寝棺への移行は大正頃とされ(堀内

1990 : 76)、一方では昭和になってから寝棺が使われるようになったと もいう(後藤1979: 16)。おそらく第

4号墓の墓域形態はこうした埋葬姿勢の変化を示していると思われる。また昭和]2年の新聞記事では甲府市

でこの時期に土葬が 4割にまで、減っていることと、その禁止を徹底するための規定作成と取り締まり方法を

検討中であることを伝えており(山梨日日新聞社1927)、土葬の風習自体がこの頃までにかなり減りつつあ

ったといえる。なお、北都留地域ではこの他、都留市の九鬼H遺跡でおそらく古寛永銅銭 2枚 ・新寛永銅銭

4枚(非文銭)からなる副葬銭が出土した方形座棺の墓が 1基検出されており(山梨県教育委員会1996)、

18世紀代のものである可能性が高い。またやや地域が離れるものの塩山市の伊保水遺跡では18世紀後半から

19世紀にかけての墓が19基確認されており、これらの墓域の形態は、長方形に近いものが4基、円形が 9基、

方形が 4基、円形か方形か区別のつけがたいものが 1基、不明 1基と円形のものが卓越しており、また円形

の内の 1基では桶の痕跡が明瞭に残っていたという(山梨県教育委員会1998a )。このことから類推すると

円形のものは桶であった可能性が高いと思われ、この時期には円形墓撰 ・桶棺が主体であったが、方形のも

のも若干は存在していたようである。

ところで、甲斐国東部(山梨県北部留地域)に隣接する武蔵国南西部(東京都多摩地域)での近世墓墳の

調査では、近出 (17世紀後半)以降近代に至るまでの墓臓の形態は、長方形 ・隅円長方形 (17th紀後半-18

世紀初頭)→方形・不整方形 (18由紀前一中葉)→円形 ・不整円形 (18世紀後葉~明治初頭)→方形(近代)

→寝棺(戦後)、という変遷をたどること。そしてこの変遷は、仰臥(側臥)屈葬→方形棺→桶桔→座棺→

寝棺という埋葬形態差に起因する可能性が高いと考えられている(長佐古1997: 126-127)。こうした過程

は上述の山梨県東部地域の流れとおおむね共通していると見ることが可能であろうが、本地域では特に円形

墓撰 ・桶棺から方形墓;蹟 ・方形棺への変遷過程に不明点がまだまだ多く、また若干異なる経過をたどってい

る可能性もある。今後の調査事例の増加を待って改めて検討する必要がある。

以上をまとめると、山梨県の東部地域で、は18世紀後半から19世紀にかけては円形墓墳・桶棺が主体であっ

たがある程度方形のものもあり、それが江戸末期以降、方形墓墳 ・方形棺がほとんどを占めるようになる。

これが大正から昭和頃にかけて寝棺に変わり、また寺などの共同墓地に埋葬される ようになるが、土葬自体

も昭和になって以降はかなり減った、という変遷が予想される。

第18図 第 5-8号墓の埋葬状況復元図
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第 3節 出土人骨の炭素・窒素同位体比法による食性分析

第 1項はじめに

山梨県大月市安楽寺東遺跡より出土した人骨試料について、骨試料含有コラーゲンを抽出してその炭素お

よび窒素同位体比を測定した。その結果から、当地域における近世の食生活を考察することが本研究の目的

である。人骨試料に含有されるコラーゲンの炭素安定同位体比 (o13C値)および窒素安定同位体比 (δ15N

値)は、その個体が生前に摂取したタンパク質の炭素・窒素安定同位体比と一定の関係をもっているため、

その特徴から分析試料である骨の持ち主が、一般的な植物である C3植物からタンパク質を得ていたのか、

それともアワ・ヒエ・キビなどの雑穀(C4植物)も利用していたのか、また海産物を多く摂取していたの

かどうか、そのような事柄について、ある程度、定量的な議論が可能である。これは、天然の食料資源にお

ける同位体比の特徴を利用したもので、陸上の動物や植物は比較的低い炭素・窒素同位体比を示すのに対し、

海洋にすむ動物は炭素、窒素ともに比較的高い同位体比を示す。特に海洋生態系では食物網(棲雑な食物連

鎖)が多段階にわたるため、貝類、魚類、大型海獣で窒素同位体比が大きく異なることが特徴的である(第

19図)。

近年の分析技術の進展は目覚しく、非常に少量の試料で様々な化学分析が可能となり、従来では分析する

ことが困難であった貴重な学術試料についても、分析が現実的になっている。本研究では、安楽寺東遺跡か

ら出土した近世・近代人骨試料について、肋骨など形態人類学の情報が比較的少ない部位から0.5-1gの骨

片を採取し、残存するコラーゲンを抽出・精製して分析に供した。直接、人骨試料を分析することによって、

従来の考古学的な手法では推定が困難であった食生活における個体差や社会性などを明らかにできる可能性

がある。

第 21頁試料と方法

本研究では、安楽寺東遺跡より 1998年に発掘された人骨試料のうち 9個体から分析試料を採取した。試料

は肋骨など形態学的情報が比較的少ない部位を使用している。実際の同位体分析は外部からの有機物混入の

影響を避けるために、骨組織の主要なタンパク質であるコラーゲンを対象とする。炭素・窒素安定同位体比

および炭素・窒素含有量は、元素分析計と安定同位体比質量分析計を連結したEA-IRMSシステムを使用し

20 

15 
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〈、、，/
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'" 
時 5

。

.2.9< C/Nく3.6

03.6くC/N

た。約0.3mgのコラーゲン試料を元素分析計で燃焼し

たのち、二酸化炭素と窒素の安定同位体比を逐次的に

測定している。典型的な測定誤差は、測定用標準物質

(working s回 dard)として再均質化した試薬コラーゲ

ン (COLLAGENInsoluble Type 1、 SigmaChemical) 

をサンプル測定聞に適宜挿入することで評価したとこ

ろ、 1標準偏差が δ13C値で0.1%。以下、 O15N値では

0.3%。以下である。炭素・窒素安定同位体比は非常に

小さな変異しかもたないため、標準となる物質に対す

る相対的な変動を千分率で表すことが慣例となってお

り、これを δ(デルタ)値と呼ぶ。 O13C値はPDB

(PeeDee層出土ベレムナイト化石)、 δ15N値はAIR
-5 
-35 -30 -25 -20 

δ13C (PDB) 

ー15
(大気中窒素)を基準としている。安定同位体比分析

-10 

※黒丸は続成作用の影響力f少ないものを、白丸は続成作用

の影響の大きいものを示す

第19図 コラーゲンの分析結果か§復元した安楽

寺東遺跡人の摂取したタンパク質における

炭素・窒素安定同位体比

の詳細については別紙を参照されたい(米国 1999a 、

1999 b)。

第 3項結果と考察

各コラーゲン試料における炭素・窒素質量含有率、

C/N比、 δ13C値、 δ15N値を第 2表に示す。コラーゲ

ンは植物に由来する土壌有機物(フミン酸等)と比べ
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第 2衰安楽寺東遺蹄出土人骨のコラーゲンにおけ号室素同位体比、炭素同位体比、炭素

含有量、窒素含有量、および元素数の炭素/窒素比

SAMPLE 515N (%，) 513C (%，) C (%) N (%) C/N 

安楽寺東一 1 第1号墓 11.1 -18.9 43.5 13.7 3.7 
安楽寺東一 2 第2号墓 11.3 -18.3 42.0 12.8 3.8 
安楽寺東一 3 第3号墓南 10.8 -18.3 44.2 14.7 3.5 
安楽寺東-4 第3号墓北 10.8 -18.3 44.0 15.6 3.3 
安楽寺東一 5 第4号墓 12.6 -19.5 40.2 11.4 4.1 
安楽寺東-6 第5号墓 9.5 -18.3 43.0 15.0 3.3 
安楽寺東一 7 第6号墓 10.5 -18.6 42.6 14.4 3.5 
安楽寺東一 8 第7号墓 9.7 -17.9 41.6 12.9 3.8 
安楽寺東一 9 第8号墓 9.3 -18.0 44.8 16.6 3.2 

ると窒素の含有量が多い、という特徴を有するため、 C/N比は抽出物の精製を確認する上で重要である。経

験的に原子数のC/N比が2.9-3.6に分布する場合は、抽出物がコラーゲンであると考えて問題ないといわ

れている。この範囲から外れる場合は、コラーゲンが著しく劣化しているか、あるいは外部由来の有機物な

どが混入している危険があり、分析結果を解釈に使用しない方が安全で、ある。今回分析した試料では、安楽

寺-1、-2、-5、および安楽寺-8が先述の範囲から外れており、食生活に関する解釈からは除外する

ことにした。したがって、 C/N比が2.9と3.6の聞の値を示した 5個体について生前のタンパク質源につい

て考察する。

コラーゲンには炭素、窒素ともに重たい同位体 (13C、15N)が濃縮する。その値は、動物実験や野生動物

に関する研究から、食物中のタンパク質とコラーゲンの同位体比に強い正の相関があることがしられており、

δ13C値では4.5弘、 d15N値では3.5%。程度の濃縮が報告されている。この値をもちいて復元した食性におけ

る炭素・窒素同位体比を第19図に示す。あわせて代表的な食物資源における炭素および窒素同位体比を示す

ことで、各個体が摂取してた食料のおおまかな傾向を知ることが可能である。黒塗りの円シンボルで示した

個体はC/N比が妥当な値を示したものであり、白抜きの円シンボルの個体はC/N比よりコラーゲンの変

質(続成作用という)の可能性が示された個体である。両者の区別無く炭素・窒素安定同位体比の分布をみ

てみると、二つの値に負の相関関係が認められるが、かならずしも続成作用の程度と同位体比には関係が認

められない。しかし C/N比と炭素・窒素同位体比とのそれぞれの関係を見ると(第20図)、両者には何ら

か関係がある可能性が指摘できる。したがって、炭素と窒素の聞に見られた負の相関は摂取した食物のばら

つきに起因すると考えるよりも、続成作用の程度の違いに起因すると考えた方が妥当なようである。コラー

ゲンにおける続成作用についてはまだ不明の点も多く、今後さらに検討を加える必要がある。

13.0 -17.6 

12.5 • • 
12.0 -18.0 • 
11.5 

2ミz 11.0 
•• -・ 4・• 

• 国 -18.4

10.5 •• き。 -18.6 ~ • 
回、10.0

。，

• 
F ぬ ー18.8I 

4・
9.5 • • 
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8.5 (a) • 
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-19.6 
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第20図 C/N比と炭素同位体比 (a)および窒素同位体比 (b)の関係
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20 

o安楽寺東

15卜| ×長野

つづいて、続成作用の影響が比較的すくないと考え

られる 5個体(安楽寺-3、4、6、7、9)が示し

た食性について考えてみたい。比較の為に同じく近世

の長野県から出土した人骨試料における炭素・窒素同

位体比を示した(第21図;米田ほか1996)。安楽寺東

遺跡の個体群は全体に窒素同位体比が低い傾向を示し

ている。これは安楽寺東遺跡の個体群にくらべて長野

県出土人骨群が栄養段階の高い食物、すなわち海産物

を多く摂取していた可能性が考えられる。一方、安楽

寺東遺跡のタンパク質源としては、コメやコムギなど

のC3植物と C3植物食の草食動物が中心であったと考

えられ、海産物やアワ、ヒエ、キビといった C4植物

定 10

、5
z 
'" 以2 5 

。

-5 

-35 -30 -25 -20 -15 -10 に属する雑穀類の日常的な消費はなかったものと推測

O13C (PDB) された。雑穀については、一般住民の食生活における

第21図安楽寺東遺跡人骨と長野県諏訪地方出土 重要性がしばしば指摘されるが、今回分析した個体に

人骨の食性の同位体比にお付る比較 ついてはアワ、ヒエなどを常食していた可能性はきわ

めて低いと考えられる。

第 4項結語

今回は、山梨県安楽寺東遺跡から出土した近世後期から近代の人骨試料をもちいて、当時の食生活を検討

した。コラーゲンの炭素・窒素同位体比から復元したタンパク質源からはC3植物中心の食生活が示唆され

た。また、長野県から出土した近世人骨では海産物の利用が認められたのに対して、安楽寺東遺跡の個体で

は海産物を日常的に摂取していた可能性は低いと考えられる。また、雑穀類のうちアワ、ヒエ、キビなど C4

植物に属するものについても、それらが主食として利用された可能性は低いことが明らかになった。長野県

と山梨県という共に山間部に立地する地域から出土した近世人骨で海産物利用について地域差が認められた

点は非常に興味深い。今後、歴史学あるいは民俗学的な情報を加昧じ、さらに分析個体数を増やすことで、

近世における物流や庶民の生活に関する新しい知見を得られることが期待される。

(国立環境研究所化学環境部米田穣)
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第 4章まとめ

第 1節縄文時代

先述のように今回の調査範囲内からは縄文時代の遺構は確認されていない。しかしながら南西隅にやや集

中して中・後期の土器片や削器、磨石類、打製石斧といった石器が出土している。こうしたことからその北

側の地形的な上位面にこの時期の縄文時代遺跡が存在している可能性が推測される。

第2節古墳・奈良・平安時代

古墳時代の遺構は確認できず、この時代のものと推測される土師器杯片がわずか 1点確認できたに過ぎな

い。従って古墳時代の内容についてはほとんど不明とせざるを得ないが、西数百メートルの地点に強瀬子の

神古墳があり、安楽寺東遺跡の付近に当時の集落もしくは古墳が存在するのかも知れない。

奈良・平安時代の遺構としてはH区の第 1・2号の二本の溝があるに過ぎない。このうち第 1号溝は少な

くとも a-fの幅50cm程度の 6本の小溝が繰り返し掘られた結果であると見られる。これらの溝は調査範囲

外に続いているためその形状や規模などについては明らかではない。その性格についてもはっきりしないが、

一部に小礁によって石敷されたように見える部分もあること、また若干の硬化部分も観察されたので、道で

ある可能性も考えられよう。いずれにしてもこの溝は調査範囲外となる北・西両方向に続いており、この部

分に溝以外の遺構が存在している可能性も高いと推測される。

一方、第 2号溝についても時期も含めやはりはっきりしない点が多い。掘削場所が地形面の境にあたるこ

と、また持に水が流れていた形跡が見られないことから、今のところこの地形面段差をさらにはっきりと画

する意図を持って掘り込まれた溝ととらえておきたいが、第 1号溝と同様やはり西側に続いており、今後そ

の範囲の調査が実施されれば、その性格についてもより明らかとなると期待される。

第 3節近世・近代

本遺跡で検出された墓から復元される墓制については前章第 2節でやや詳しく触れたので、ここでは炭

素・窒素同位体比法による食性分析の結果について若干述べておきたい。前章第 3節で述べられているよう

に、米田穣氏によって 9個体の分析がなされた結果、これらの各遺体はかなり近似した食生活を生前数十年

の聞に摂っていたことが明らかとなった。これらの分析結果が別家系と考えられる 2群聞においてもほぼ共

通していることは、おそらく本遺跡のデータはこの地域における近世後半~近代にかけての食生活のスタン

ダードを示していると考えることができるであろう。

これら安楽寺東遺跡出土人骨試料から得られた結果は先述のように、基本的にコメ・ムギが含まれる C3

植物と栄養段階の低い海産物との聞に分布している。 C4植物にはアワ・ヒエ・キビなどの雑穀が属するの

で、この地域では基本的にコメないしはムギを主食としていたことが認められる。また海産物については、

ほぼ同時代の長野県諏訪郡出土江戸時代人骨よりも窒素の値が低く、それらよりも海産物の摂取量が低かっ

たこと、そして若干はあったものの日常的な摂取ではなかったと考えられている。

一方、明治時代以降の実態であると考えられる民俗例の概要を見てみると、都留市域では主食は「朝と畳

はハンメシ(米と麦の混合飯 •• .中略・・・)、夜はニゴミ(ホウトウ)Jであったこと(今越1989: 315)。大丹

市域でも若干の地域差があるが朝食は、麦飯・オパ夕、オネリ、麦・スパク・サツマイモ、粟めし、キピメ

シ、ベットウ、里芋(山梨県教育委員会1985: 23)で、夕飯はニコミウドン、オネリ、ホウトウ、オパク、

ウドン、オヤジ(山梨県教育委員会1985: 24)とされており、いずれも麦および米を利用した食品が圧倒的

に卓越していることがわかる。また日常のオカズについては、都留市域では「味噌、漬物、野菜の煮物」で、

「肉や魚が普段の食卓に出ることはめったになかった」し、魚、は「エピス講やオモッセに食べ」、「尾頭付き

といったがJ["サンマか目刺しJであったという(今越1989: 322)。大丹市域では一事例ではあるが、「魚類，

肉類は殆ど常食からは縁遠いものでJ、「魚はいわし，ますの切物，さんまも年に 1，2度位は食べられ，肉

唱
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は馬，犬，兎，熊，猪，鶏，きじ，山鳥等が食べられた」といい(山梨県教育委員会1964: 99)、両地域と

もに魚はめったに口に入らず、その種類もサンマやイワシの目刺しなどの小型魚であったことがわかる。

従って、先述の食性分析の結果とこれらの民俗例とは大変よく一致していると言うことができる。もちろ

んコメとムギの比率や魚の種類と頻度、またさらに細かな地域性や階層差といった問題は残されており、よ

り詳細な検討を行う必要があるが、民俗事例に窺われるこの地域の食生活は、さらに少なくとも近世後半

(19世紀前半頃)までは遡らせ得るということが認められよう。

以上、安楽寺東遺跡から検出された各時代の遺構・遺物について、事実記載および若干の分析・考察を行

った。まだまだ不十分な点が多いが、そうした点については今後改めて検討を行うこととしたい。

引用文献

浅野久枝 1996 1第4章一生Jr在家塚の民俗一中巨摩郡白根町一』山梨県民俗調査報告書第 3集 山梨県

厚木市教育委員会 1995 r東町二番J

今越祐子 1989 1第2章日常の消費生活Jr都留市史資料編民家・民俗』都留市

上野原町誌刊行委員会 1975 r上野原町誌(下)j甲陽書房

大円市教育委員会 1995 r大丹市埋蔵文化財包蔵地一覧表・分布図』

笠原みゆき 1998 1強瀬子の神古墳Jr山梨県史資料編 1原始・古代 1j山梨県

後藤義隆 1979 1山梨県の葬送・墓制Jr南中部の葬送・墓制』明玄書房

小松清 19891第7章人生儀礼Jr都留市史資料編民家・民俗』都留市

佐藤八郎校訂 1968 r甲斐国志J雄山閣

杉本仁 19981第5節死と葬儀Jr塩山市史通史編下巻』塩山市

(小林)

鈴木重光 1933 1神奈川県津久井郡地方Jr旅と伝説J第6巻7号 のち「神奈川県津久井郡地方の葬制」として『葬

送墓制研究集成第 1巻葬法J名著出版1979年刊 所収

都留市 1986 r都留市史資料編地史・考古J

長佐古真也 1997 1 4近世一現代Jr多摩ニュータウンNo.335遺跡J東京都埋蔵文化財センター調査報告第42集 東

京都埋蔵文化財センター

堀内 真 1986 13葬送Jr上暮地の民俗一富士吉田市上暮地一』市史民俗調査報告書第 5集富士吉田市

一一一一一 1989 13葬送Jr上吉田の民俗一富士吉田市上吉田-j市史民俗調査報告書第 9集 富士吉田市

一一一一一 1990 13葬送Jr下吉田の民俗一富士吉田市下吉田-J市史民俗調査報告書第10集 富士吉田市

山梨県教育委員会 1964 r山梨県民俗資料調査報告書(第 6集)J

1985 r山梨県民俗地図一山梨県民俗文化財分布調査報告書-J

1992 r塩川遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第70集 山梨県教育委員会

1996 r九鬼E遺跡J山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第118集 山梨県教育委員会

1998 a r伊保水遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第149集 山梨県教育委員会

1998 b r矢坪・談合坂遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第151集 山梨県教育委員会

1998 c r大月市御所遺跡J山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第154集 山梨県教育委員会

1999 r原平遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第160集 山梨県教育委員会

山梨日日新聞社 1927 1だんだん土葬は減る 市は火葬奨励」山梨日日新聞 昭和 2年11月13日付記事

米田 穣 1999 a 1炭素・窒素安定同位体比に基づく向台員塚集団の食性復元Jr市立市川考古博物館研究調査報告
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遺跡遠景(南から )
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図版 2

第 1~ 3号墓人骨出土状況(南から)

第 5~8 号墓人骨出土状況(南から)



第 1号溝全景 (北から)
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第 3号墓人骨出土状況(北から)

第 5号墓人骨出土状況 (南から)

図版 3

第 1号溝石敷検出状況 (南から)

第 1・2・4号墓境(北から)

え一一一一一一一
第 3号墓境(北から)

むよ “宮本望棺~~~~ふん :ー ¥ 吋 J

第 5号墓人骨出土状況 (南側面から)



図版 4

第 6号墓人骨出土状況(南から)

第 7号墓人骨出土状況(南から) 第 7号墓人骨出土状況 (南側面から)

第 8号墓人骨出土状況(南から) 第 8号墓人骨出土状況 (南側面から)

第 1号土坑(南西から) 第 5号土坑(南から)



図版 5

第 6号土坑(南から ) 第 9号土坑 (東から)

第10号土坑(南から ) 第12号土坑(南から )

第13号土坑 (南から ) E区全景(東から )

第16号土坑(南から )
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ふりがな あんらくじひがしいせき

書名 安楽寺東遺跡

副題 中央自動車道富士吉田線改築工事に伴う発掘調査報告書

シリーズ名 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第179集
著者名 小林公治・梶ヶ山真里・馬場悠男・米田穣
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所在地・電話 "F400-1508 山梨県東八代郡中道町下曽根923 ft055-266-3016 
印刷所 株式会社 ヨネヤ

発行日 平成12年 (2000年) 3月31日

安楽寺東遺跡概要

ふりがな あんらくじひがしいせき

所在地 山梨県大月市賑岡町強瀬889-1外
25，000分の 1地形図都留

位置東経1380 56' 38" 北緯350 36' 19" 標品366m
市町村コード19206 大月市遺跡番号 なし(大丹市教育委員会1995未掲載)

調査原因 中央自動車道富士吉田線改築工事

調査期間 平成10年 (1998年) 5月25日-8月19日
調査面積 2，482m' 
縄文時代中・後期

種別 散布地

主な遺構 なし

主な遺物 縄文土器(中期・後期)、石器

特記事項 若干の土器・石器が出土。調査範囲周辺の上位地形面に縄文時代遺跡本体が存在か。

古蹟・奈良・平安時代

種別

主な遺構

主な遺物

特記事項

近世・近代

種別

主な遺構

主な遺物

特記事項

集落か

溝2条(奈良・平安時代)

土師器・須恵器

第1号溝は段丘面を取り巻くように掘削されている。調査範囲西に広がっている。

墓地

墓嬢8基、土坑16基
人骨11体分、寛永通賓、鉄銭、陶磁器類、キセル、釘、棺金具

江戸期を主体とし、大正期にかけての所有畑内墓。被葬者は男性で、ほぼすべて康棺で埋葬。また炭素・窒素同

位体比による食性分析によりこの時期の食生活が判明した。

本書は長期保存を考慮し、すべて中性紙を使用しています。

平成12年 (2000年) 3月25日印刷
平成12年 (2000年) 3月31日発行

山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第179集

安楽寺東遺跡
中央自動車道富士吉田線改築工事に伴う発掘調査報告書

編集 山梨県埋蔵文化財センター

〒400-1508 山梨県東八代郡中道町下曽根923
電話 055 (266) 3016 

発行 山梨県教育委員会

日本道路公団東京建設局

印刷 株式会社ヨネヤ

干400-0031 山梨県甲府市丸の内一丁目14-6 
電話 055 (235) 4311 

表紙:テンテンレザー淡黄四六判Y日く160> 写真図版:マソトアート舗やIJYUく76.5>
本文:ニューエイジ Al'~IY 11 <57.5> 
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